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11 エスロンHTパイプの用途と特長
つぎのような用途に使用できます。

給湯配管
冷・暖房配管
温泉引湯配管

薬液配管
ただしこの設計・施工マニュアルは、給湯及び冷・暖房配管編です。
温泉引湯配管については、温泉引湯用の設計施工マニュアルをご参照く
ださい。
　薬液配管に使用されるときは、薬液の種類・その他の要因により侵さ
れることがありますので、営業所まで必ずお問合せください。

常温から90℃までの温度領域で使用できます。
各温度での最高使用圧力はP9（表-3）をご参照ください。

衛生的です。
飲料水や湯の水質に悪影響を及ぼさず、各種水質試験を満足する衛生
的な管材です。

耐食性が優秀です。
プラスチックですので腐食に対して強く、水道水中の塩素にも優れた
耐食性をもっています。

安価です。
施工が簡単です。
熱伝導率が小さい。
銅管の1/3000ですから、管内の流体の保温性に優れています。

流量の経年変化が少ない。
金属管に比べスケールがつきにくく、錆コブの発生もありません。

潰食が起こりません。
管の内面は非常になめらかなので、潰食が起こりません。

電気絶縁性に富んでいます。
電気絶縁性がきわめて良好で、機器の絶縁パイプとして使用できます。

軽量です。
比重が約1.5と小さく、他の耐熱配管材料に比べて非常に軽量です。
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　最近の生活様式の向上は、給湯・冷暖房設備の普及を急テンポで推し進めてい
ます。しかし、その需要とならんで、赤水・青水をはじめとする腐食面での対策や施
工性の改善などの諸問題がクローズアップされてきました。
　耐食管材の総合メーカーである積水化学では、1965年から、耐食性、耐熱性、さ
らに施工性に優れた管材として、耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管──エスロンHTパイ
プを販売し、各方面のお客さまよりご好評をいただいております。このエスロンHT
パイプは、上市後も各種テストを積み重ね品質の改良を行ってまいりました。
1984年には日本海事協会規格の認定を取得し、また1985年には、JIS規格（JIS 
K 6776、K 6777）も取得し、両者の認定製品としてご使用いただけます。JIS規
格認定製品は当面、13ミリから50ミリまでとなっております。一層信頼の強化された
エスロンHTパイプへの変わらぬご愛顧をお願いいたします。



1 2

エスロンHTパイプ…給湯・冷暖房配管に最適です。

１．エスロンHTパイプの用途と特長 ………………………………………………
２．エスロンHTパイプの安全上の注意事項 ………………………………………
３．品 質 ………………………………………………………………………………………
４．エスロンHTパイプの各種特性 ……………………………………………………
１．各種性質…………………………………………………………………………………
２．温度と引張強さの関係…………………………………………………………………
３．温度と瞬間破壊圧力の関係……………………………………………………………
４．温度と長期内圧クリープ性能…………………………………………………………
５．温度と縦弾性係数の関係………………………………………………………………
６．接続部の強度……………………………………………………………………………
５．設計上の基本事項 ……………………………………………………………………
１．最高使用圧力、温度について…………………………………………………………
２．用途区分について………………………………………………………………………
３．流量特性について………………………………………………………………………
４．熱量計算について………………………………………………………………………
５．伸縮処理について………………………………………………………………………
６．配管支持について………………………………………………………………………
６．施工上の基本事項 ……………………………………………………………………
１．標準施工…………………………………………………………………………………
２．TS（接着）接続方法について…………………………………………………………
３．異種管および機器類との接続について………………………………………………
４．保温配管と凍結防止配管………………………………………………………………
５．有機溶剤対策……………………………………………………………………………
６．伸縮処理対策……………………………………………………………………………
７．配管支持対策……………………………………………………………………………
７．管の規格および継手の規格 ………………………………………………………
１．管の規格…………………………………………………………………………………
２．継手の規格………………………………………………………………………………
３．配管用保温材……………………………………………………………………………
８．参考資料 …………………………………………………………………………………
９．確認事項 …………………………………………………………………………………

目　  次

2
3
5
6
6
6
7
7
8
8
9
9

10
11
13
14
19
21
21
24
25
27
27
27
27
28
28
28
37
38
40

11 エスロンHTパイプの用途と特長
つぎのような用途に使用できます。

給湯配管
冷・暖房配管
温泉引湯配管

薬液配管
ただしこの設計・施工マニュアルは、給湯及び冷・暖房配管編です。
温泉引湯配管については、温泉引湯用の設計施工マニュアルをご参照く
ださい。
　薬液配管に使用されるときは、薬液の種類・その他の要因により侵さ
れることがありますので、営業所まで必ずお問合せください。

常温から90℃までの温度領域で使用できます。
各温度での最高使用圧力はP9（表-3）をご参照ください。

衛生的です。
飲料水や湯の水質に悪影響を及ぼさず、各種水質試験を満足する衛生
的な管材です。

耐食性が優秀です。
プラスチックですので腐食に対して強く、水道水中の塩素にも優れた
耐食性をもっています。

安価です。
施工が簡単です。
熱伝導率が小さい。
銅管の1/3000ですから、管内の流体の保温性に優れています。

流量の経年変化が少ない。
金属管に比べスケールがつきにくく、錆コブの発生もありません。

潰食が起こりません。
管の内面は非常になめらかなので、潰食が起こりません。

電気絶縁性に富んでいます。
電気絶縁性がきわめて良好で、機器の絶縁パイプとして使用できます。

軽量です。
比重が約1.5と小さく、他の耐熱配管材料に比べて非常に軽量です。

特

長

用
途

２

３

４
５

１

２
３
４

１

７

８

９

１０

６

1
エ
ス
ロ
ン
Ｈ
Ｔ
パ
イ
プ
の

用
途
と
特
長

　最近の生活様式の向上は、給湯・冷暖房設備の普及を急テンポで推し進めてい
ます。しかし、その需要とならんで、赤水・青水をはじめとする腐食面での対策や施
工性の改善などの諸問題がクローズアップされてきました。
　耐食管材の総合メーカーである積水化学では、1965年から、耐食性、耐熱性、さ
らに施工性に優れた管材として、耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管──エスロンHTパイ
プを販売し、各方面のお客さまよりご好評をいただいております。このエスロンHT
パイプは、上市後も各種テストを積み重ね品質の改良を行ってまいりました。
1984年には日本海事協会規格の認定を取得し、また1985年には、JIS規格（JIS 
K 6776、K 6777）も取得し、両者の認定製品としてご使用いただけます。JIS規
格認定製品は当面、13ミリから50ミリまでとなっております。一層信頼の強化された
エスロンHTパイプへの変わらぬご愛顧をお願いいたします。



3 4

本文中のマークについて

施

工
可塑剤入りの被覆電線等（コード・被覆支持金物及びビニ
ルテープ）は、管・継手を侵すことがありますので、直接、管・
継手に触れないように施工してください。

施工時には接着剤などの有機溶剤を使用しますので、火気
には十分注意してください。
（詳細はP21からP23までをご参照ください）

接着剤使用時には、換気を十分に行ってください。接着剤
が皮膚に付着したときは、速やかに落としてください。もし
気分が悪くなったり、身体に異常を感じた際には、速やかに
医師の診断を受けてください。

管・継手の接合を完了し漏れ試験を行う場合には、水圧に
よって実施してください。空気圧で行った場合、管が飛散す
ることがありますので、行わないでください。
ガス漏れ検査用のスプレーは、管を侵すことがありますの
で、使用しないでください。

施工中につぎの事項を守りませんと、火災や人体に悪影響を及ぼすおそれが
ありますので、必ずお守りください。

１

２

３

４

つぎの事項を守りませんと、管・継手が破壊して使用者が怪我や火傷をおこ
すことがありますので、設計・施工者は必ずお守りください。

（詳細はP7からP10までをご参照ください）

設

計

１

２

３

この表示を無視して誤った取扱い
をすると、使用者が死亡または重
傷を負う危険性が想定される内容
が記載されています。

この表示を無視して誤った取扱い
をすると、使用者が障害を負う危
険性が想定される内容及び物的損
害の発生が記載されています。

▼ ▼

警告 注　意

（詳細はP14からP20までをご参照ください）

エ
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不断水工法としてポリエチレン管等で実施されている管
をへん平閉塞させて流水をとめ補修するスクイズオフ工
法は、管に悪影響を与えるので行わないでください。

５

２２エスロンHTパイプの安全上の注意事項

許容範囲をこえた温度や圧力が加わると、樹脂が軟化し破壊
することもありますので、使用区分を厳守の上、許容範囲内
でご使用ください。ガス瞬間湯沸器などは特に高温になる
場合がありますのでご注意ください。

線膨張係数は金属に比べて大きいため、適切な伸縮処理お
よび支持をしてください。
適切な伸縮処理を施さない場合、管・継手が折損するおそ
れがあります。

クレオソート、アスファルト、防腐剤、防水剤、液状ガスケット、
ウレタン系シーリング材やケトン類の有機溶剤に管・継手が
触れると、膨潤し破壊するおそれがありますので、管や継手
に塗布したり、触れさせないようにしてください。
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エスロンHTパイプの各種特性

表-2  各種性質

性　　　　　質

物理的性質

機械的性質

熱的性質

電気的性質

SI単位 試験方法

比重
硬度
吸水率

引張降伏強さ
引張破壊伸び
曲げ強さ
圧縮強さ
縦弾性係数（E）
ポアソン比
衝撃強さ（シャルピー）

線膨張係数
比熱
熱伝導率
ビカット軟化温度
燃焼性

体積固有抵抗
耐電圧

MPa
%
MPa
MPa
MPa
─
kJ/m2

K－1
J/kg・K
W/m・K
℃
 ─

Ω・cm
kV/mm

JIS K 7112
JIS K 7202
JIS K 7209

JIS K 6815
JIS K 6815
JIS K 7203
JIS K 7208
JIS K 7113
─

JIS K 7111

ASTMD 696
JIS K 7123
     ─
JIS K 7206
ASTMD 635

ASTMD 257
ASTMD 149

1.48
130～140
0.04～0.06 

50～55
40～80
75
69
3×103
0.35～0.40
5

6～8×10－5
1.26×103
0.16
110

自己消火性

 

6.3×1015
40以上

 

HTパイプ

49｛500｝

39｛400｝

29｛300｝

20｛200｝

10｛100｝

0 
0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 （℃）

温　　度
図-1  温度と引張強さの関係

引
張
強
さ

エスロンHTパイプ

エスロンパイプ（参考）

MPa{kgf/cm2}

1 各種性質

2 温度と引張強さの関係

ｆ＝61.3－0.47×Ｔ … (1)

ここにｆ：温度Ｔ℃での引張強さ
（ MPa｛N/mm²｝）
Ｔ：温度（℃）

注）  1. 但し、継手にはへん平試験は適用されません。

品質試験証明書

管・継手とも下表のJIS K 6776、6777の品質基準に適合しています。

表-1  性質

３３ 品　質 ４４

VPパイプ

（ロックウェルR）
mg/cm2

1.43
110～120
0.04～0.06 

50～55
50～150
88
65
3×103
0.35～0.40
5

6～8×10－5
1.26×103
0.19
84

自己消火性

3～5×1015
40以上

注） １．試験温度は特に記載のない限り常温です。
 ２．表中の数値は参考値であって、性能を保証するものではありません。
 ３．線膨張係数の測定温度は30℃～60℃です。

エ
ス
ロ
ン
Ｈ
Ｔ
パ
イ
プ
の

各
種
特
性

品
質

性　　　　　能

23℃における引張降伏強さが50以上
破損があってはならない。
割れ及びひびがあってはならない。
破損があってはならない。
95以上
鉛の量に関して、0.008以下
亜鉛の量に関して、0.5以下
1以下
異常があってはならない。
異常があってはならない。
1以下
0.5以下
90℃±2℃の浸出液
常温の浸出液

浸出性

引張降伏強さ
耐圧性
扁平性
熱間内圧クリープ性
ビカット軟化温度

鉛及びその化合物
亜鉛及びその化合物
有機物（TOC）
味
臭気
色度
濁度

残留塩素の減量
1以下
0.7以下

試験時の温度

23±2℃
常　温
23±2℃
90±2℃
̶̶̶

常　温

特に指定がない
場合は
     90±2℃

性　能　項　目

MPa

℃
mg/  
mg/  
mg/  

度
度

mg/  

HTパイプの温度別の引張強さは、図-1
のようになります。グラフが示すように
HTパイプの引張強さは、温度上昇にと
もない、他のプラスチックスと同様に
低下します。温度と引張強さの関係は
(1)式で求められます。

図-1でもわかるように、HTパイプはエ
スロンパイプ（一般の塩ビ管）に比べ
て引張強さの低下率が小さく、100℃位
までは急激な低下が見られません。
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ここに、 P ： 破壊圧力（MPa｛N/mm2 ｝）
 t ： 管肉厚（mm）
 f ： 使用温度での引張強さ
    （MPa｛N/mm2 ｝）
 D ： 管外径（mm）
 d ： 管内径（mm）

ここに、 σ ： 設計応力（MPa｛N/mm2 ｝）
 σ1 ： 105時間での推定破壊応力
   （MPa｛N/mm2 ｝）
   S ： 安全係数（S＝2）
   P ： 使用圧力（MPa｛N/mm2 ｝）
   D ： 管外径（mm）
   t ： 管肉厚（mm）

P＝　　　＝　　　…（Nadayの式）D－t d＋t
2t f 2t f

P＝ D－t
2× t ×σ

σ＝σ1÷S

MPa｛kgf/cm2｝

｛150｝15

｛140｝14

｛130｝13

｛120｝12

｛110｝11

｛100｝10

｛90｝9

｛80｝8

｛70｝7

｛60｝6

｛50｝5

｛40｝4

｛30｝3

｛20｝2

｛10｝1
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図-2　温度と瞬間破壊圧力の関係
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図-3　温度別長期内圧クリープ試験結果
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｛400｝39
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図-4　温度と縦弾性係数の関係
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図-5　常温における接着強度と養生時間

図-6　90℃における接着強度と養生時間
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5 温度と縦弾性係数の関係

6 接続部の強度

3 温度と瞬間破壊圧力の関係

4 温度と長期内圧クリープ性能の関係 常温における接着強度と養生時間

高温における接着強度と養生時間

図-3に温度別長期内圧クリープ試験結果
を示しています。

エ
ス
ロ
ン
Ｈ
Ｔ
パ
イ
プ
の

各
種
特
性

HTパイプの温度と瞬間破壊圧力の関係
を求めますと、図-2のようになります。
この図でもわかるように、HTパイプは
温度の上昇によって瞬間破壊圧力は低
下します。

引張強さが温度の影響を受けるのと同じ
く、弾性係数も温度の影響を受けます。
HTパイプの温度と弾性係数の関係は、
図-4のようになります。図-4からわかる
ようにHTパイプの弾性係数は、温度の
上昇とともに低下傾向を示しますが、
100℃以下では緩慢な低下を示すのみ
で安定しています。
100℃を超えて高温になると弾性係数
の低下が大きく、軟化していくことが
わかります。

HTパイプと継手を常温においてエスロンHT専用接
着剤No.100Sを用いて接続し、接着後の養生時間と
接着強度の関係を見ると図-5のようになります。
接着後5時間程度で原管の約90％近くになること
がわかります。
接着強度（％）とは、原管強度を10 0とした時の
比率を表わします。

HTパイプと継手を常温においてエスロンHT専用接着
剤No.100Sを用いて接続し、常温で所定の時間まで養
生したのち、90℃の湯中で30分間状態調節したものを
測定した結果は図-6のようになります。
接着強度（％）とは、原管強度を100とした時の
比率を表わします。

HTパイプの長期性能は、ASTM D 2837
に定める長期内圧クリープ試験結果よ
り設計応力を求め、使用圧力の算出を
行います。

注） 1. 試験方法により弾性係数の数値は異なりますが、
振動リード方法では、引張りや曲げ試験から得
られる弾性係数より小さな値となります。

 2. 振動リード方法は、温度を変えながら試料に
高速の微小振動を加え、粘性・弾性の変化を
調べる方法です。
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〈参考〉
JIS K 6776では、使用温度および最高使用圧力を次のように定めています（呼び径13～50）。
表-4  使用温度および最高使用圧力

使用温度　℃

最高使用圧力MPa{kgf/cm2}

5～40

1{10.2}

41～60

0.6{6.1}

61～70

0.4{4.1}

71～90

0.2{2.0}

●ガス貯湯湯沸器、石油小型給湯器の場合は、下表にもとづいて正しく設計してください。

表-5  HTパイプ用途区分

各
　
種
　
熱
　
源
　
機
　
器

建
　
物

項　　　目

ガス貯湯式給湯器

ガス瞬間湯沸器

ガス貯湯湯沸器
石油小型給湯機

電気温水器

太陽熱温水器

熱交換器
戸建（2階建以下）

3階建以上のビル

高温出湯タイプ
一般タイプ

比例制御、温度センサー等、安全装置が
付与されている。

可撓性が要求される。１００℃以上の高温の
発生するものがある。
故障時に温度上昇が大きいため、使用不可。
土中埋設の伸縮処理、多栓分岐に注意。

伸縮処理・コンクリート埋設などの施工管
理が困難なため、使用不可。

スーパーエスロメタ
ックスをご検討くだ
さい。

○

×

○
○
○
◎

×

×
◎

×

可否 特 記 事 項 参　　　考

設
計
上
の

基
本
事
項

2 用途区分について

●表-3の最高使用圧力を超えた範囲で設計・使用されますと、管・継手が破壊に至り、重大な怪我・火傷等
　の事故を引き起こすことがありますのでご注意ください。

警告
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５設計上の基本事項５
最高使用圧力、温度について1
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温　度 異常高温防止用のハイリミットスイッチは、下記のものをご使用ください。

品名　ALS-C1090LZ………90℃設定品　　　メーカー：鷺宮製作所

　　　LWS-C1090F ………90℃設定品　　　              〃

図-7  クリープ線図より得られた温度と圧力の関係

図-8  温度と設計応力の関係
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一般に、管材の最高使用圧力・温度を求
める場合、その管材の温度別の瞬間破壊
圧力（図-2）に、使用条件等を十分考慮し
た安全係数で除して決める方法と、今回
のHTパイプのように、各温度での内圧ク
リープによって得られた推定破壊応力か
ら設計応力を求め、さらに安全係数を考
慮して使用圧力を求める内圧クリープ法
があります。
図-7は、前述の温度別クリープ試験（図-3
参照）結果より、各口径ごとの温度と圧力
の関係を求めたものです。
図-8は、設計応力をクリープ試験結果よ
り温度別に求めたものです。

HTパイプは、異常高温を発生する熱源機器に使用したり、伸縮処理を行なわない配管施工をすると、
管・継手が破壊して漏水を発生することがあります。
HTパイプを採用するにあたっては、表-5のHTパイプ用途区分を参照しご検討ください。
給湯器出口にはハイリミットスイッチを取り付けて異常高温防止をはかり、また適切な伸縮処理を行って
配管施工してください。

表-5のHTパイプ用途区分は、特に異常高温、圧力の発生する熱源機器の有無、施工現場での伸縮処理
の施工性などの実績に基づくものです。
※スーパーエスロメタックス、HTLP、エスロペックスについては、P38の参考資料をご参照ください。

図-7の温度別設計圧力に、安全係数を加
味して最高使用圧力・温度を設定したも
のが表-3です。

比例制御、温度センサー等、安全装置が付与
されているが、使用状態によっては、異常高温・高
圧の出湯が発生するケースがあり、使用不可。

HTLP・スーパーエス
ロメタックス・エスロ
ペックスをご 検討く
ださい。
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図-9  HTパイプの流量線図

形　　　　　状継手の種類 損失係数 f

45°
90°エ　ル　ボ

ベ　ン　ド

チ　ー　ズ

レジューサー

22　1/2°
45°
90°

直線流の場合
直線から90°曲がる場合
突当り左右両方に分れる場合

（口径比により異なる）

0.4
1.0
0.1
0.2
0.4

0.35
1.2
1.2

0.1～0.5

直管の摩擦損失水頭は、ヘーゼン・ウィリアムス（Hazen-Will iams）の式（1）によって求められます。

０.０１ ０.１ １ １０

単位長さ当りの圧力損失［kPa/m］

２ ３ ４ ５ ６ ８ ２０ ３０ ４０ ５０６０ ８０ ２００ ４００ ６００８００

０.０２ ０.０３ ０.０５ ０.０８ ０.２ ０.３ ０.４ ０.５０.６ ０.８
０.０４ ０.０６

２ ４ ６ ８

エルボ、チーズ、弁類などの損失水頭は、式（2）によって求められます。

流量特性について3

直管部の摩擦損失水頭

異形部の摩擦損失水頭

H＝10.666C－1.85・d－4.87・Q1.85・L…………………（1）
ここに、H：摩擦損失水頭（mAq）C：流速係数（≒140）d：管内径（m）Q：流量（m3/Sec）L：配管長さ（m）

h＝f　　　……………………（2）2 g
V2

ここに、 h ： 損失水頭（m） g ： 重力加速度（9.8m/s2）
　　　　 V ： 流速（m/s） f ： 損失係数（表-6による）

一般的には表-7の相当管長を用い、直管長さに加算して、配管路の摩擦損失水頭を求めます。

表-6  継手の形状による損失係数の値

90°エルボ
呼び径
（mm）

相　　当　　管　　長　（m）

15
20
25
32
40
50
65
75
100
125
150

表-7  管継手類および弁類の相当管長

0.6
0.75
0.9
1.2
1.5
2.1
2.4
3.0
4.2
5.1
6.0

45°エルボ

0.36
0.45
0.54
0.72
0.9
1.2
1.5
1.8
2.4
3.0
3.6

90°T字管
（分流）
0.9
1.2
1.5
1.8
2.1
3.0
3.6
4.5
6.3
7.5
9.0

90°T字管
（直流）
0.18
0.24
0.27
0.36
0.45
0.6
0.75
0.90
1.20
1.50
1.80

仕切り弁

0.12
0.15
0.18
0.24
0.3
0.39
0.48
0.63
0.81
0.99
1.20

玉型弁

4.5
6.0
7.5
10.5
13.5
16.5
19.5
24.0
37.5
42.0
49.5

アングル弁

2.4
3.6
4.5
5.4
6.6
8.4
10.2
12.0
16.5
21.0
24.0

逆止弁

1.2
1.6
2.0
2.5
3.1
4.0
4.6
5.7
7.6
10.0
12.0

注）フート弁はアングル弁と同じ、逆止弁はスイング型の場合です。

出典：空気調和・衛生工学会編・空気調和衛生工学便覧昭和62年版II I巻P . 1 1 8より。

この公式に基づいて作成したHTパイプの流量線図を図-9に示します。

HT
 １０
０

設
計
上
の

基
本
事
項

HTパイプは、錆コブの発生がなく、管内面が滑らかなためにスケールがつきにくく、流量の経年変化の
少ない管材です。水の流れによって生じる摩擦損失水頭は、直管部分と継手類、弁類などの異形部分と
の合計によって求めます。
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■出湯出口温度θ2は、下記の式によって求めることができます。

θ2＝（θ1－θr）・e ＋ θr

ここに θ2
θ1
θr

  e
  L
  R
 Cp
  W

※1

： 任意の地点の流体温度
： 初期の流体温度（入口温度）
： 外気温度
： 自然対数の底（2.71828）
： 任意の地点までの距離
： 管の伝熱抵抗
： 流体の比熱
： 流体の流量

（℃）
（℃）
（℃）

（ｍ）
（m・hr・℃／Kcal）
（Kcal／kg・℃）
（kg／hr）

 n
λ1
 r0
 ri

 h1
 h
λn+1

αn

： 管（保温材含）の構成層数
： 第 i 層目の素材の熱伝導率
： 管の内半径（接液部）
： 第 i 層目の素材の外半径
： 補正埋設深さ
： 埋設深さ（管の中心までの深さ）
： 土の熱伝導率
： n 層目の表面の熱伝達係数
 （埋設の場合は地表面の値とする。）

（　̶　）
（Kcal／m・hr・℃）
（ｍ）
（ｍ）
（ｍ）
（ｍ）
（Kcal／m・hr・℃）
（Kcal／m2・hr・℃）

①　埋設管の場合は次式による。

（－ ̶̶̶̶）L
R・C p・W

R＝ ̶̶̶（Σ ̶̶̶̶＋̶̶̶）
1 ≦ i ≦ n

（１）

■管の表面温度θsは、 下記の式によって求めることができます。
θs＝ ̶ ̶̶̶̶̶̶̶＋θr

ここに θs
θr
θ0
αn

  q
 R
r i
λi

r0
rn

： 管の表面温度
： 気温
： 管内水温
： 管の表面と外面の空気との熱伝達係数

： 管の単位熱貫流量
： 伝熱抵抗
： 第 i 層目の半径
： 第  i 層目の材料の熱伝導率
： 管の内半径
： 管の外半径

（℃）
（℃）
（℃）
（Kcal／m2・hr・℃）

（Kcal／m2・hr・℃）
（m・hr・℃／Kcal）
（ m ）
（Kcal／m・hr・℃）
（ m ）
（ m ）

q
αn・π・2・r n

q＝ ̶̶̶ ̶θ0－θr
R

R＝ ̶ ̶̶｛ ̶ ̶̶̶ ＋Σ（ ̶ ・loge ̶̶ ）｝
1

 2 ・ π
1
αn・r n

（６）

（７）

（８）

Ei－Ei＋1
λi

E i＋1
λn＋1

n

i=1
1

2・π

②　露出の場合は次式による。

R＝ ̶ ̶̶｛ ̶̶̶̶ ＋Σ  （ ̶  ・loge ̶ ̶）  ｝
1 ≦ i ≦ n
（５）r i

r i－1
n

i=1

n

i=1

1
2・π

1
αn・r n

1
λi

r i
r i －1

1
λi

Ei＝loge［ ̶ ̶・｛ 1＋　1－（ ̶ ̶）2 ｝］ （３）

（２）

ri－1
h1

h 1
ri－1

 h1＝h＋ ̶̶̶λn＋1
αn

4 熱量計算について
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 ＊１　n層目表面の熱伝達係数（αn）について
　　 熱伝達係数は一般に対流ふく射によるものがあり、対流には自然対流、強制対流があり計算が複雑なため、ここでは一般に使用されている保温の場合の１０～３０
　　  Kcal／m2・hr・℃を使用して算出する。

（一般に室内のαn＝7Kcal／m2・hr・℃）

表-8に示すようなHT専用の継手を用いて、伸縮処理を行います。
なお、一般に市販されているエキスパンション（伸縮継手〔鋼管用〕）は、使用できません。

１３～５０

5 伸縮処理について

表-8　伸縮処理における継手一個の受け持ち長さ
継手の種類

U型継手

適用口径

６５～１００

具体例（伸縮受け持ち長さ）伸縮吸収量

７８mm
（±３９mm）

ループ型
エキスパンション
伸縮継手

５６mm
（±２８mm）

９０°ベンド １３～１５０ ̶̶

エルボ １３～１００ ̶̶

HTパイプの熱伸縮量は、 銅管の約４倍と大きく、この伸縮量を配管上で上手に処理するかが重要ポイントとなります。

１４m以下

固定支持

１０m以下

３.５m以下

０
.５
～
3.
5m

２m以下

０
.５
～
2.
0m

●この伸縮処理（表8）を無視して配管すると管・継手部に大きな繰り返し熱応力が発生して管・継手が破
　損し、重大な怪我・火傷等の事故を引き起こすことがありますので、ご注意ください。

〈全サイズ〉

U  型
７～１４m

（６５φ～１００φ）

ループ型
７～１０m

（１３φ～５０φ）

ベンド

ベンド

ベンド
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〈全サイズ〉

３.５m以下

３.５m以下

３.５m以下

３.５m以下

０
.５
～
３
.５
m

エ
ル
ボ
使
用

〈全サイズ〉
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４m以下
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４m以下

固定点エキスパンション
(伸縮継手)

固定点エキスパンション
(伸縮継手)

固定点

伸縮処理の基本

直 線 部 が 長 い 場 合 直線部が４～７mの場合 直線部が２～４mの場合

曲り部で伸縮を取る場合に
準ず

直線部で伸縮を取る場合に
準ず

曲り部で伸縮を取る場合に
準ず

直線部が
２m以下
の 場 合

固定点に近いところから分岐する

注）表中　　　は固定支持です。
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●HTパイプの配管は、給水配管と異なり設計・施工段階で、以下のような伸縮処理を考慮する必要があります。
　配管方法には、転がし配管・吊り配管・埋設配管に分類され、以下の伸縮処理の基本によって施工することが
大切です。

伸縮処理の基本的な考え方は次の通りです。
〈１〉.天井裏や床下の配管の場合、転がし配管とすることが最も理想的である。
〈２〉.壁配管や架台配管よりも吊り配管、吊り配管より転がし配管の方が好ましい。即ち、管が自由に動いたり撓んだ
　　りして管や継手自体に熱応力が発生しないように配管することが好ましい。
〈３〉.１箇所の直線部分に於ける伸縮量をできるかぎり小さくするために、直線部分を極力短くする。
〈４〉.管を固定する場合、伸縮を吸収する必要があるので、必ず伸縮処理を行うこと。

分岐の基本
HTパイプは熱伸縮量が大であるため、本管からの分岐に当たっては本管の伸縮による応力を分岐点の継手に集
中させないため慎重に行う必要があります。
分岐工法上、特に注意しなければならない基本事項は次の通りです。
1) 直接分岐は絶対に避け、必ずエルボ返し、ベンド返しによってメイン管の伸縮を分岐管
　 側に影響させないこと。
2） メイン管からの分岐点は出来るかぎり固定点に近いところから分岐すること。
3） メイン管と分岐管の両方の伸縮を考慮して最適な分岐方法を選ぶこと。

●管路全体が前後左右に動くようにします。
　このとき、管路の一端より力を与え、管路全体が動くよう
　にしてください。

■転がし配管

図-１６ 転がし配管略図 図-１７ 縦引配管の実例

９０°ベンド

９０°ベンド

固定点（中間）

ルーズ支持

７
m
以
内（
２
階
建
以
下
）

7m以内

カベ

０.２
m以
上

０.５m以上

固定点
４m以内

０.５m以上
０
.２
m
以
上

固定点

１０m以内

０.２
m以
上

０.２m以上
０.５m以上

カベ

固定点

図-２０図-１９

悪い例
（直接分岐）

図-１８

図-２１

図-２２

２エルボによる下向き取出し
固定点から分岐点まで４m以内（　　　　　　　）1ベンド、1エルボによる水平取出し

固定点から分岐点まで7m以内（　　　　　　　）（　　　　　　　）３エルボによる水平取出し
固定点から分岐点まで１０m以内

●メイン管と分岐管の両方の伸縮を考慮して、最適な分岐方法を選んでください。

伸縮処理の基本的な考え方

●エルボ返し（ベンド返し）による分岐

注）但し、ベンドはメイン管側に使用してください。

90°ベンド

ここに、F：発生する圧縮、または引張り力（N）
　　　　　t：温度差（℃）
　　　　Et：管の縦弾性係数（N/mm2）
　　　　A：管の断面積（mm2）

注　意HTパイプの配管に、お湯または水が流れた場合、
HTパイプと流体との温度差によって、図-11の
ような伸縮挙動を示します。その伸縮量（　　）
は、式（1）によって求められます。

熱伸縮と熱応力について

∇

∇

＝0.08×　t × L　……………………… （1）

∇

ここに、   ：伸縮量（mm）
　　　　 t：温度差（℃）
　　　　 L：直線長さ（m）

∇
∇

HTパイプの両端が固定された場合、管内にお湯
または水が流されると、図-12のようにお湯の場
合には両端を押す力が発生し、水の時には引張
り力が発生します。この温度差によって発生す
る力を熱応力といい、この力（F）は式（2）によっ
て求めることができます。

F ＝ 8 × 10-5 ×    t × Et× A  …………… （2）
∇

今、図-13のような伸縮挙動を無視した配管を想
定し、この配管にお湯を流すと、直管部分の伸
びによって図-14のように管路全体が撓み等の変
形を生じ、接続部分に大きな曲げの力が発生し
ます。次に、水を流した場合直管部は収縮し、
図-15のように接続部分に大きな曲げの力が発生
します。このように、お湯と水とが交互に流さ
れると、接続部分には温度差によって大きな繰
返しの曲げ力が作用して、破損することとなり
ます。
このことから、温度変化によって伸縮量が大き
く発生する長い直線管路は、伸縮処理を行うこ
とが重要となります。

注　意

L

－△
 （水）

＋△
 （湯）

F F

＜通湯の時＞

F F

＜通水の時＞

長い

短い

F

F

F

F

図-11 伸縮挙動

図11～図15の　　部分は固定支持を表します。

図-12 通水・通湯時に発生する力

図-13 伸縮挙動の配管例

図-14 通湯時に発生する力

図-15 通水時に発生する力

∇ 設
計
上
の

基
本
事
項



15 16

●HTパイプの配管は、給水配管と異なり設計・施工段階で、以下のような伸縮処理を考慮する必要があります。
　配管方法には、転がし配管・吊り配管・埋設配管に分類され、以下の伸縮処理の基本によって施工することが
大切です。

伸縮処理の基本的な考え方は次の通りです。
〈１〉.天井裏や床下の配管の場合、転がし配管とすることが最も理想的である。
〈２〉.壁配管や架台配管よりも吊り配管、吊り配管より転がし配管の方が好ましい。即ち、管が自由に動いたり撓んだ
　　りして管や継手自体に熱応力が発生しないように配管することが好ましい。
〈３〉.１箇所の直線部分に於ける伸縮量をできるかぎり小さくするために、直線部分を極力短くする。
〈４〉.管を固定する場合、伸縮を吸収する必要があるので、必ず伸縮処理を行うこと。

分岐の基本
HTパイプは熱伸縮量が大であるため、本管からの分岐に当たっては本管の伸縮による応力を分岐点の継手に集
中させないため慎重に行う必要があります。
分岐工法上、特に注意しなければならない基本事項は次の通りです。
1) 直接分岐は絶対に避け、必ずエルボ返し、ベンド返しによってメイン管の伸縮を分岐管
　 側に影響させないこと。
2） メイン管からの分岐点は出来るかぎり固定点に近いところから分岐すること。
3） メイン管と分岐管の両方の伸縮を考慮して最適な分岐方法を選ぶこと。

●管路全体が前後左右に動くようにします。
　このとき、管路の一端より力を与え、管路全体が動くよう
　にしてください。

■転がし配管

図-１６ 転がし配管略図 図-１７ 縦引配管の実例

９０°ベンド

９０°ベンド

固定点（中間）

ルーズ支持

７
m
以
内（
２
階
建
以
下
）

7m以内

カベ

０.２
m以
上

０.５m以上

固定点
４m以内

０.５m以上

０
.２
m
以
上

固定点

１０m以内

０.２
m以
上

０.２m以上
０.５m以上

カベ

固定点

図-２０図-１９

悪い例
（直接分岐）

図-１８

図-２１

図-２２

２エルボによる下向き取出し
固定点から分岐点まで４m以内（　　　　　　　）1ベンド、1エルボによる水平取出し

固定点から分岐点まで7m以内（　　　　　　　）（　　　　　　　）３エルボによる水平取出し
固定点から分岐点まで１０m以内

●メイン管と分岐管の両方の伸縮を考慮して、最適な分岐方法を選んでください。

伸縮処理の基本的な考え方
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90°ベンド
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熱伸縮と熱応力について

∇

∇
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∇
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　　　　 t：温度差（℃）
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∇
∇
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∇
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ます。
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とが重要となります。
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＜通水の時＞

長い
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図-11 伸縮挙動

図11～図15の　　部分は固定支持を表します。

図-12 通水・通湯時に発生する力

図-13 伸縮挙動の配管例

図-14 通湯時に発生する力

図-15 通水時に発生する力
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図-24 吊り配管実例  （1）

図のように90°ベンド２ケを用い、エルボ返し
と同様に配管します。

■地中埋設配管
● 地中埋設の曲りは、基本的には、90°ベンドを用います。
● コンクリート埋設（モルタル下含む）や浴場等の多栓分
岐配管は使用を避けてください。

● 曲り部の保温は厚めにしてください。
この時、コンクリート埋設配管、多栓分岐配管は
“エスロンWHTLP”を用いてください。

図-26　地中埋設配管略図

図-25 吊り配管実例  （2）

図のようにエルボ２ケを用い、HTパイプの
たわみを利用して伸縮を吸収します。

図-23 吊り配管略図
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●埋設配管の場合は、すべて90°ベンドを用いて処理します。
　保温材は軟質（エスロミンク等）をご使用ください。

図-27  地中埋設配管実例（1） 

埋設配管について：土中埋設配管の曲がり
部分は必ず90°ベンドを使用してください。

図-28 地中埋設配管実例（2）
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分岐部近傍（2m以内）に固定支持を設
けます。
固定部からの直線部の長さによって、エ
ルボ（2m以下）、ベンド（3.5m以下）の
使い分けをします。
直線部が長い時は、ループ型、U型の継
手を用います。
分岐の枝管側は、エルボ返し、ベンド返
しを行います。
この時、発生する伸縮量をどの継手で吸
収させるかを考えて、固定支持、自由支
持を明確にしてください。
また、縦引配管（立上げ立下げ）は、“エス
ロンHTLP”を用いてください。

コンクリート埋設（風呂等のコンクリート下含む）の
使用は避けて「エスロンWHTLP 」をご使用ください。
ただし、給水栓等の立上り1ｍ以内のコンクリートの
埋設は行ってもさしつかえありません。

保温材保温材
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図-３１　固定支持の方法

インサート金物

ゴムパッキン

Uボルト
　又はUバンド

ここに、 ： 管の撓み量 （cm）
： 支持間隔 （cm）
： 管の断面2次モーメント （cm4）
： 単位長さの自重（管重量及び管内水重量）
  （N/cm）
： HTの縦弾性係数（N/cm2）

…………………（２）

………………………（１）

　＝ 4
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配管支持について6

支持間隔

支持方法には、管の水平撓みを防止するための自由（ルーズ）支持と、管の伸縮をスムーズにさせる
ための固定支持とに分けられます。

支持方法

図-29

表-9　HTパイプの支持間隔

使　用　温　度　（℃）

13
16
20
25
30
40
50
65
75
100
125
150

温度
口径 ～20

75
75
100
100
100
100
120
150
150
150
150
200

～60
65
75
80
85
95
100
115
125
135
145
150
185

～80
65
70
75
80
90
95
110
120
130
140
145
175

～90
60
65
70
80
85
90
105
110
120
135
140
165

●HTパイプに関する自由支持、固定支持の方法は、図-30・図-31に示す通りです。注　意

図-30　ルーズ支持の方法

■支持金具の取付け

■バルブの支持

■エキスパンション（伸縮継手）の取付け方法
エキスパンション（伸縮継手）の取付けに当っては、
空気溜りができないように、図-34、35のように下向き
または水平に取付けてください。

図-３5　エキスパンション（伸縮継手）の水平取付け

図-３3　バルブの支持方法

図-３2　ルーズ支持部と継手部との関係

図-34　エキスパンション（伸縮継手）の下向き取付け
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バンド

サドルバンド

継手
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継手部と支持具がついて
いるのはよくない
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8～10cm以上
はなす
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8～10cm以上
はなす

8～10cm 8～10cm8～10cm 8～10cm

ルーズ支持ルーズ支持 ルーズ支持
ルーズ支持

吊り金具

■直管部分の支持

単位：cm吊り配管の場合に、管の支持間隔、支持
方法が不適切ですと、管が大きく撓み、
空気溜り等が発生して水や湯が流れない
ことが起ります。
したがって、表-9および以下の支持間隔、
支持方法を参照して実施してください。

HTパイプは、金属管に比べて支持間隔
は短く、温度によって異なります。
HTパイプの支持間隔は表-9の通りです。
支持間隔は、式（2）によって求められます。

ルーズ（自由）の支持の場合は、図-32のよ
うに継手からはなして設置してください。

バルブ（減圧弁・温度調節弁・電磁弁など）
の重量が管にかからないように、バルブを直
接支持します。
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■SC対策について
一般にSC（溶剤が加わったときに管材に生じるクラック現象）対策として以下の方法がとられています。適切な予
防措置を講じてください。
●接着剤の適量使用……
●接着剤の拭き取り……

●通風……………………

●サンドクッションの実施…
●陸継ぎ工法の採用…
●埋戻しを早くする……

●管の両端を解放する…
●通水……………………

接着剤は、必ず清掃した管と継手の接合部の両面に薄く均一に塗布します。
接合後はみ出した接着剤は、ウエスで必ず拭き取ります。又、冬季の施工に当たっては、
管内に充満する接着剤の溶媒蒸気を追い出すために換気等の対策を行ってください。
配管後、ブロア送風で管内溶剤蒸気を除きます（４～５時間以上）。ブロアは低圧大
容量のものを選んでください。
石が管に直接あたると、局部応力が発生するので、必ずサンドクッションを施します。
管を２～４本毎に陸継ぎし、自然通風で溶剤蒸気を除去した後、構内接続します。
露出した状態での放置は、温度差が大きくなり、引張り応力が増しますので、早めに所
定の埋戻しを行います。
弁、空気弁を解放して通風を良くし、溶剤蒸気を除きます。
接着剤乾燥後、通水すると効果があります。

接着剤は有機溶剤を使用していますので、火気は厳禁です。
換気は十分行い、皮膚についた場合は速やかに落としてください。
万が一、気分が悪くなったり、身体に異常が発生した場合は、速やかに医師の診断を受けてください。

警告

注　意

● 塩ビ用鋸
● 面　取　器
● エスロンHT専用接着剤
　No100S
● ハ　　ケ

●一般塩ビ用接着剤は使用出来ません。
●接着剤は危険物第四類第1石油類に該当しますので、多量に保管・貯蔵する場合は各市町村の消防条例
　に従ってください。
●水・土などの混入したもの、溶剤特有の臭気がなくなったり、ゼリー状に固まったものは接着力が低下しますの
　で、使用しないでください。また、硬質塩化ビニルの接着以外の用途には使わないでください。
●接着剤を混合したり、シンナーでうすめて使用しないでください。

注　意
注　意

注　意

注　意

注　意

● 油性ペン
● スケール
● 工業用アルコール
● ウエス

６施工上の基本事項６

標準施工1
11 製品の準備
■保管・取扱いについて

写真-1  HT専用接着剤No.100S
HTパイプの接合には、エスロンHT専用接着剤No.100Sを用います。

■口径別1ケ所当たり接着剤塗布量（参考）

呼び径
塗布量（g）

13
0.7

16
1.0

20
1.5

25
2.0

30
2.5

40
3.5

50
5.0

65
6.5

75
10

100
15

125
20

150
30

注）使用量は、現場におけるロスおよび季節による増減を考慮して、3割程度余分に見込んでください。

■資材の準備
●管・継手はエスロンHTパイプと継手を使用してください。

■工具類の準備
HTパイプの接着接続をするに当って、まず
次のものを準備します。

22 パイプの切断

33 面取り

44 清浄処理

写真-2  配管工具類

写真-3  パイプの切断

写真-4  面取り

写真-5  清浄処理

施
工
上
の

基
本
事
項

２５０g・５００gの２種類があります。

管差口は、面取器などを用いて内外面全周に
わたり糸面取りを行います。特に管を切断した
場合は、バリやカエリのないよう管端面もきれ
いに仕上げることを心がけてください。
面が取れていないと、接続時受口部の接着剤
を削りとってしまい、抜けの原因となるので、
必ず糸面取りをしてください。

継手受口内部や管差し口に付着した砂、土、ほ
こり等の汚れや水分等は乾いたウエスできれい
に拭き取ってください。

※特に接合部に油などが付着している場合は、工
業用アルコールを少量用いて清浄してください。

●保管については、直接日光の当らない屋内などや、火気のない平坦な場所で保管してください。
●接着剤は子供の手に触れないところに保管してください。
●接着剤の使用後は必ず密栓し、冷暗所で保管してください。
●多量に保管する場合は危険物倉庫を作って保管してください。

注　意

注　意
警　告
警　告
警　告

●管の埋設が浅い場合、アセトン、シンナー
クレオソート、殺虫剤、シロアリ駆除剤な
どの有機化合物を地面にこぼすと、地中に
浸透して管が侵される場合がありますので
ご注意ください。

●衝撃強度が鋼管・銅管に比べて劣りますの
で、傷を付けたり放り投げたりしないでく
ださい。また、冬期は特に運搬中の取扱い
にご注意ください。

パイプは管軸に直角に切断するように心掛けて
ください。
斜め切断や段切れがあると、接合強度が十分に発
揮されず、使用中の抜けや漏水の危険があります。

●切断にパイプカッター（ハサミ）を用いた
場合、切断時に割れたり、切断面にヒビが
生じることがありますので、接続前に十分
確認を行ってください。
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呼び径
保持時間（秒）

13～50
65～100

夏　　場 冬　　場
15～30
30～60

30～60
60～120

2 TS（接着）接続方法について
エスロンHTパイプの接着接続は、すべて以下に示したTS工法で行います。

TS工法の原理

施
工
上
の

基
本
事
項

55 挿入長さとゼロポイントの確認 写真-6  挿入長さとゼロポイントの確認

注　意

66 接着剤の塗布 写真-7  接着剤の塗布

●継手内面に多量の接着剤を塗ると、パイプ・
　継手が侵されるおそれがありますので、
　薄く均一に塗布してください。
●塗布後、ガスがパイプ内に留まる場合がありますので、必ずパイプの両端は解放にしてください。
●屋内で大量または長時間の接着施工を行なう場合は、換気に注意してください。

注　意

77 挿入̶保持 写真-8  挿入̶保持

●すぐに力を抜くと戻るので、そのままの状態
　で約30秒程度保持します。
●一度抜け戻りした管や継手の再接続はしない
　でください。
●ハンマーなどでのタタキ込み挿入は、絶対
　にさけてください。継手が割れたり、接着
　強度が低下したりします。
●呼び径65mm以上は挿入機を使用してください。

注　意

88 養　　生 写真-9  接着剤のふきとり

挿入の際に、はみだした接着剤はウエスできれ
いにふきとってください。

●接合直後に、接合部に引張りや曲げの力
　が加わると、完全な接着ができない場合
　がありますので、約15分間程度静置して
　ください。

99 溶剤蒸気の除去
●配管完了後は、内面の接着剤の溶剤蒸気除去のため、管端を開放し必ず通風してください。警告

表-11  保持時間の目安

標線

管
外
径
D
±
α 挿入長さ

d1
±
β

ス
ト
ッ
パ
ー受口長さ 1

ゼロ
ポイント

TS受口

d2
±
β

締め代

標線

ゼロ
ポイント

締め代流動差し込み 変形差し込み

接着剤による膨潤層

O P S

図-37　TS接続の原理

図-36　TS受口の構造

d1＝D＋（α＋β）
d2＝D－（α＋β）

テーパー1/T＝　　　　　＝d1－d2 2（α＋β）

注　意

注　意

10検　　査
水圧試験をして、漏水の有無を確認してください。

●管・継手の接合を完了し、漏れ試験を行う場合には、水圧によって実施してください。
　空気圧で行った場合、管が飛散することがありますので、行わないでください。
　ガス漏れ検査用のスプレーは、管を侵すことがありますので、使用しないでください。

警告

10

注　意

接着剤をつけずにパイプを継手に軽く挿入し、
止まる点、つまりゼロポイントを確認します。
そして、その深さと継手の受口長さを、油性
ペンでパイプに記入し、挿入時の目安とします。
（ゼロポイントについては、P2 4を参照。）

継手の内面に、エスロンHT専用接着剤No.100Sを
薄く均一に、塗り残しのないように塗布し、次に管
の外面にも同様に塗布します。

接着剤塗布後は、すばやくパイプを継手に挿入
します。この場合、標線を目安にゼロポイント
より深く、いっきに挿入するのがコツです。

TS工法とは、Taper Sized Solvent Welding 
Methodの略称で、接着剤による塩ビの
膨潤と弾性を利用した工法です。
図-36のように、塩ビ管の外径Dには
許容差（±α）がありますが、どのよ
うな許容差内の管を挿入しても接続
が可能なように、受口入口寸法d1は、
管外径よりα＋βだけ大きく、受口
奥部寸法d2は、管外径よりα＋βだ
け小さくとっています。
したがって、接着剤を塗布しないで
管を挿入した場合、管は受口長さの
1/3　～2/3　ぐらい挿入した時に入ら
なくなります。
この点をゼロポイント（0点）といい
ます。（管の外径＝受口の内径）

このような構造の管受口内面と管差
口外面に接着剤を塗布すると、図-37
のように、それぞれの塗布面には厚
さ約0.1mmの溶解膨潤層ができて P
点まで無理なく挿入できます。
この現象を流動差し込みといいます。
さらに力を加えて管を差し込むと、塩
ビ管の弾性によって管がしぼられ、受
口内面が押し広げられてS点まで差し
込むことができます。
この現象を変形差し込みといいます。
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ねじ（銅管との）接続（φ13～φ50）

●ねじ部の接続の際、必ずシールテープをご使用ください。

3 異種管および機械類との接続について

エスロンパッキン

HT・TSフランジ

HTパイプ

プラスチックバルブ

図-42　フランジ式バルブとの接続（φ13～φ100）

■プラスチックバルブとの接続
耐熱性プラスチックバルブとの接続は、TS接続
（φ13～φ100）とフランジ接続（φ13～φ100）
があります。

図-41　TS式バルブとの接続（φ13～φ100）

HTパイプ

■フランジ式バルブとの接続（φ13～φ150）
HT・TSフランジを用いて接続します。

●パッキンは必ずエスロンパッキンを用い、ボルト
　は均一に締付けてください。

エスロンパッキン

HT・TSフランジ

HTパイプ

図-40　フランジ式バルブとの接続（φ13～φ100）

注　意

注　意

注　意

シールテープ

インサート給水栓用継手の施工上の注意

■ねじ式バルブとの接続（φ13～φ50）
HTバルブソケットを用いて接続します。

●ねじ部の接続の際、必ずシールテープをご使用
　ください。

バルブとの接続

異種管、弁類、機器との接続については、ねじ接続またはフランジ接続のいずれかであり、バルブソケット、
給水栓類、TSフランジによって接続します。

●給水栓接続時は必ずシール
　テープまたはガスケットをご使用
　ください。

注　意

シール剤
ねじ接続時には液状ガスケットは使用しないでくだ
さい。

成分中の有機溶剤により継手が
破損、漏水することがあります。

●継手をしっかり固定してください。注　意

固定しないと荷重により管、
継手が破損し、漏水するこ
とがあります。

破損

荷重

●持ち出し栓（ザルボ）を使用する際は締め過ぎに
　ご注意ください。

注　意

＜給水栓ソケット＞＜給水栓エルボ＞ ＜給水栓チーズ＞

標準ねじ込み

締め過ぎ

●化粧パイプなどテーパーおねじ接続時は、標準締め付けトルク
　以下で締め付けてください。

注　意

テーパーおねじをねじ込み過ぎると、継手が破損、漏水すること
があります。

JIS B 0203管用
テーパーねじ

管

継手

異種管継手

継手が無理に拡径さ
れ、破損・漏水するこ
とがあります。

●厨房等、周囲が高温になる場所では使用しない
　でください。

注　意

※悪影響を受ける部分は金属管等耐熱性の高い管材をご
　使用ください。

水栓が加熱継手に熱が伝わり
破損・漏水

熱で継手が軟化し、
破損・漏水すること
があります。

●継手をしっかり固定した
　上で、水栓をねじ
　込んでください。

注　意

パイプレンチを掛けないでください。
締め付け時の固定は六角部で
行ってください。
固定用工具は、モンキースパナ、
片口スパナ等をご使用ください。
過剰締め付けは、樹脂部、イン
サート金属部に悪影響を与える
ことがありますのでご注意ください。

※継手が傷ついたり、締め過ぎとなりやすく
　破損・漏水の原因となることがあります。

●ねじの短い持ち出し栓の場合、
　継手のねじ受口に食い込み、
　拡径し、金属インサートと塩ビ
　の界面が破壊されて漏水する
　ことがあります。

●ねじの長い持ち出し栓の場合、
　雄ねじが継手奥に当り、金属
　インサートと塩ビの界面が破壊
　されたり、継手奥部が破壊され
　て漏水することがあります。

シールテープ

インサートねじ 持ち出し栓

界面破壊
奥に当る 界面破壊食い込み・拡径

外面傷

HTバルブソケット

図-39　ねじ式バルブとの接続（φ13～φ50）

バルブソケット

図-38　銅管との接続（φ13～φ50）

HTパイプ
ろう付け

銅管 銅管メスアダプター

■標準締め付けトルク
ねじの
呼び
トルク
（N・m）

13
Rp1／2

20
Rp3／4

25
Rp1

30 40 50

ガスケット

銅管との接続は、銅管アダプターを介して、HT
バルブソケットもしくはユニオン継手鋼管用オス
ねじを用いて接続します。
この場合、銅管のろう付けを先に行ってから、HT
バルブソケットもしくはユニオン継手銅管用オス
ねじをねじ込みます。



25 26

施
工
上
の

基
本
事
項

ねじ（銅管との）接続（φ13～φ50）

●ねじ部の接続の際、必ずシールテープをご使用ください。

3 異種管および機械類との接続について

エスロンパッキン

HT・TSフランジ

HTパイプ

プラスチックバルブ

図-42　フランジ式バルブとの接続（φ13～φ100）
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4 保温配管と凍結防止配管

。

HTパイプの熱伸縮量は、銅管の約4倍と大きく、この伸縮量を配管上でいかに上手に処理するかが重
要ポイントとなります。詳細はP14を参照して下さい。

●この伸縮を無視して配管すると管継手部に大きな繰り返し熱応力が発生して、管・継手が割れたり、折れて、
重大な怪我・火傷等の事故を引き起こすことがありますので、ご注意ください。

5 有機溶剤対策

6 伸縮処理対策

7 配管支持対策

管および継手の規格

継手接合部の共通寸法

A形（射出成型品）

B形（加工品）

  ２２
  ２７
  ３３
  ３８
  ４２
  ４７
  ５２
  ７０
  ７５
  ９４
１０４
１３２

（１３～５０ｍｍ） （６５～１５０ｍｍ）

  １８.３０
  ２２.３５
  ２６.３５
  ３２.５０
  ３８.５０
  ４８.５０
  ６０.５０
  ７６.７０
  ８９.７０
１１４.８５
１４０.８０
１６６.００

  １７.５５
  ２１.５５
  ２５.５０
  ３１.４０
  ３７.４５
  ４７.４５
  ５９.４５
  ７５.２５
  ８８.２５
１１３.１５
１３９.０１
１６３.９０

  １４
  １７
  ２１
  ２６
  ３４
  ４０
  ５０
  ６７
  ７７
１００
１２５
１４６

  ２６
  ２９
  ３４
  ４１
  ４６
  ５６
  ６９
  ９１
１０６
１３４
１６６
１８９

  ３.５
  ３.５
  ４.０
  ４.０
  ４.５
  ４.５
  ５.０
  ６.１
  ７.５
  ９.４
１０.４
１２.２

－－－
－－－
－－－
－－－
－－－
－－－
－－－
  ８７
１０２
１３０
１５７
１８６

－－－
－－－
－－－
－－－
－－－
－－－
－－－
 ８８.５
１０４.５
１３３.５
１６１.０
１９０.０

呼び径 ｄ1 ｄ2 ｄ Ｄ Ｄ1 ＤT t
★   １３
★   １６
★   ２０
★   ２５
★   ３０
★   ４０
★   ５０
　   ６５
　   ７５
　 １００
　 １２５
　 １５０

  ２２
  ２７
  ３３
  ３８
  ４２
  ４７
  ５２
  ６９
  ７２
  ９２
１１２
１４０

  １８.３０
  ２２.３５
  ２６.３５
  ３２.５０
  ３８.５０
  ４８.５０
  ６０.５０
  ７６.８０
  ８９.８０
１１５.００
１４１.２０
１６６.５０

  １７.５５
  ２１.５５
  ２５.５０
  ３１.４０
  ３７.４５
  ４７.４５
  ５９.４５
  ７５.１２
  ８８.１３
１１２.９１
１３８.７１
１６３.３９

  １４
  １７
  ２１
  ２６
  ３４
  ４０
  ５０
－－－
－－－
－－－
－－－
－－－

呼び径 ｄ1 ｄ2 ｄ
★   １３
★   １６
★   ２０
★   ２５
★   ３０
★   ４０
★   ５０
　   ６５
　   ７５
　 １００
　 １２５
　 １５０

注）  1.★印はJIS規格品を示します。
　　2.ソケットA-II形の　はP30～P31をご参照ください。

注）  1.★印はJIS規格品を示します。

単位：ｍｍ

単位：ｍｍ

Ｄ ｄ１ ｄ２ ｄ

ｔ

Ｄ ｄ １ ｄＤ
１

Ｄ
Ｔ ｄ ２

ｔ

ｄ１

ｄ２

ｄ

1 管の規格

2 継手の規格

継手には射出成形品A形及び加工品B形があ
ります。
接合部の寸法は下記のようになります。

注）１.最大・最小外径とは、任意箇所における外径測定値の最大値と最小値です。
　  ２.平均外径とは、任意箇所における相互に等間隔な2方向の外径測定値の平均値、円周長の測定値
　　 を円周率3.142で除した値です。
　  ３.長さ4000mm±10mm、色：ダークブラウンを標準とします。
　 ４.★印はJIS規格品を示します。
　 ５.JIS規格品の寸法は、全てJIS規格寸法を表記しております。

呼び径

★   １３
★   １６
★   ２０
★   ２５
★   ３０
★   ４０
★   ５０
　   ６５
　   ７５
　 １００
　 １２５
　 １５０

０.１８０
０.２６５
０.３２１
０.４６４
０.５６１
０.８１８
１.１６１
１.６５１
２.２４４
３.４８３
５.０２５
７.００４

１８.０
２２.０
２６.０
３２.０
３８.０
４８.０
６０.０
７６.０
８９.０
１１４.０
１４０.０
１６５.０

厚　さ外径
外径の許容差

最大・最小
外径

厚さの許容差
平均外径

近似内径
（参考）

質量(kg/m)
（参考）

±０.２０
±０.２０
±０.２０
±０.２０
±０.３０
±０.３０
±０.４０
±０.４０
±０.４０
±０.５０
±０.６０
±０.８０

±０.２０
±０.２０
±０.２０
±０.２０
±０.２０
±０.２０
±０.２０
±０.２０
±０.２５
±０.２５
±０.４０
±０.４５

２.５
３.０
３.０
３.５
３.５
４.０
４.５
５.０
５.８
７.０
８.２
９.７

±０.２０
±０.３０
±０.３０
±０.３０
±０.３０
±０.３０
±０.４０
±０.５０
±０.５０
±０.６０
±０.６０
±０.７０

１３.０
１６.０
２０.０
２５.０
３１.０
４０.０
５１.０
６６.０
７７.４
１００.０
１２３.６
１４５.６

警告

表-10 HTパイプの支持間隔

温度
口径

13
16
20
25
30
40
50
65
75
100
125
150

75
75
100
100
100
100
120
150
150
150
150
200

65
75
80
85
95
100
115
125
135
145
150
185

65
70
75
80
90
95
110
120
130
140
145
175

60
65
70
80
85
90
105
110
120
135
140
165

使　用　温　度 　（℃）
～20 ～60 ～80 ～90

単位： cm

警告

警告

警告

警告

７７

直
管
の
規
格
及

び
継
手
の
規
格

高温になった露出配管に使用者が触れると、火傷を起こすことがありますので、保温材などで管・継
手表面を保護してください
屋外露出配管については、一般塩ビ管と同様に凍結破壊が生じますので、十分な凍結防止工事を行っ
てください。

●クレオソート、アスファルト、防腐剤、防水剤やケトン類の有機溶剤に管・継手が触れると、膨潤
し破壊するおそれがありますので、管や継手に塗布したり、触れさせないようにしてください。

●上記の有機化合物が直接管に接触しない場合でも管の埋設が浅いと、これらを地面にこぼしたとき
地中に浸透し、管が侵される場合がありますのでご注意ください。

●可塑材入りの被覆電線（コード及び被覆支持金物）は、管・継手を侵すことがありますので、直接
管・継手に触れさせないようにしてください。

●配管が建物の外周基礎や壁、床等を貫通する際に使用されるシーリング材には、耐熱性硬質ポリ塩
化ビニル管・継手に悪影響を及ぼす可塑剤（フタル酸エステル、DOP等）や有機溶剤（キシレン、ト
ルエン等）を含む物（ポリウレタン系シーリング材等）があります。これらの成分を含むシーリング材
は塩ビ管や継手に悪影響を及ぼす恐れがありますので使用しないでください。
　＜推奨商品：積水フーラー社製 シリコーン系シーリング材、変成シリコーン系シーリング材＞

吊り配管の場合に、管の支持間隔、支持方
が不適切ですと、管が大きく撓み、空気
溜り等が発生して水や湯が流れないことが
起ります。
したがって、表-10およびP19の支持間隔、
P20の支持方法を参照してください。
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管および継手の規格

継手接合部の共通寸法

A形（射出成型品）

B形（加工品）

  ２２
  ２７
  ３３
  ３８
  ４２
  ４７
  ５２
  ７０
  ７５
  ９４
１０４
１３２

（１３～５０ｍｍ） （６５～１５０ｍｍ）

  １８.３０
  ２２.３５
  ２６.３５
  ３２.５０
  ３８.５０
  ４８.５０
  ６０.５０
  ７６.７０
  ８９.７０
１１４.８５
１４０.８０
１６６.００

  １７.５５
  ２１.５５
  ２５.５０
  ３１.４０
  ３７.４５
  ４７.４５
  ５９.４５
  ７５.２５
  ８８.２５
１１３.１５
１３９.０１
１６３.９０

  １４
  １７
  ２１
  ２６
  ３４
  ４０
  ５０
  ６７
  ７７
１００
１２５
１４６

  ２６
  ２９
  ３４
  ４１
  ４６
  ５６
  ６９
  ９１
１０６
１３４
１６６
１８９

  ３.５
  ３.５
  ４.０
  ４.０
  ４.５
  ４.５
  ５.０
  ６.１
  ７.５
  ９.４
１０.４
１２.２

－－－
－－－
－－－
－－－
－－－
－－－
－－－
  ８７
１０２
１３０
１５７
１８６

－－－
－－－
－－－
－－－
－－－
－－－
－－－
 ８８.５
１０４.５
１３３.５
１６１.０
１９０.０

呼び径 ｄ1 ｄ2 ｄ Ｄ Ｄ1 ＤT t
★   １３
★   １６
★   ２０
★   ２５
★   ３０
★   ４０
★   ５０
　   ６５
　   ７５
　 １００
　 １２５
　 １５０

  ２２
  ２７
  ３３
  ３８
  ４２
  ４７
  ５２
  ６９
  ７２
  ９２
１１２
１４０

  １８.３０
  ２２.３５
  ２６.３５
  ３２.５０
  ３８.５０
  ４８.５０
  ６０.５０
  ７６.８０
  ８９.８０
１１５.００
１４１.２０
１６６.５０

  １７.５５
  ２１.５５
  ２５.５０
  ３１.４０
  ３７.４５
  ４７.４５
  ５９.４５
  ７５.１２
  ８８.１３
１１２.９１
１３８.７１
１６３.３９

  １４
  １７
  ２１
  ２６
  ３４
  ４０
  ５０
－－－
－－－
－－－
－－－
－－－

呼び径 ｄ1 ｄ2 ｄ
★   １３
★   １６
★   ２０
★   ２５
★   ３０
★   ４０
★   ５０
　   ６５
　   ７５
　 １００
　 １２５
　 １５０

注）  1.★印はJIS規格品を示します。
　　2.ソケットA-II形の　はP30～P31をご参照ください。

注）  1.★印はJIS規格品を示します。

単位：ｍｍ

単位：ｍｍ

Ｄ ｄ１ ｄ２ ｄ

ｔ

Ｄ ｄ １ ｄＤ
１

Ｄ
Ｔ ｄ ２

ｔ

ｄ１

ｄ２

ｄ

1 管の規格

2 継手の規格

継手には射出成形品A形及び加工品B形があ
ります。
接合部の寸法は下記のようになります。

注）１.最大・最小外径とは、任意箇所における外径測定値の最大値と最小値です。
　  ２.平均外径とは、任意箇所における相互に等間隔な2方向の外径測定値の平均値、円周長の測定値
　　 を円周率3.142で除した値です。
　  ３.長さ4000mm±10mm、色：ダークブラウンを標準とします。
　 ４.★印はJIS規格品を示します。
　 ５.JIS規格品の寸法は、全てJIS規格寸法を表記しております。

呼び径

★   １３
★   １６
★   ２０
★   ２５
★   ３０
★   ４０
★   ５０
　   ６５
　   ７５
　 １００
　 １２５
　 １５０

０.１８０
０.２６５
０.３２１
０.４６４
０.５６１
０.８１８
１.１６１
１.６５１
２.２４４
３.４８３
５.０２５
７.００４

１８.０
２２.０
２６.０
３２.０
３８.０
４８.０
６０.０
７６.０
８９.０
１１４.０
１４０.０
１６５.０

厚　さ外径
外径の許容差

最大・最小
外径

厚さの許容差
平均外径

近似内径
（参考）

質量(kg/m)
（参考）

±０.２０
±０.２０
±０.２０
±０.２０
±０.３０
±０.３０
±０.４０
±０.４０
±０.４０
±０.５０
±０.６０
±０.８０

±０.２０
±０.２０
±０.２０
±０.２０
±０.２０
±０.２０
±０.２０
±０.２０
±０.２５
±０.２５
±０.４０
±０.４５

２.５
３.０
３.０
３.５
３.５
４.０
４.５
５.０
５.８
７.０
８.２
９.７

±０.２０
±０.３０
±０.３０
±０.３０
±０.３０
±０.３０
±０.４０
±０.５０
±０.５０
±０.６０
±０.６０
±０.７０

１３.０
１６.０
２０.０
２５.０
３１.０
４０.０
５１.０
６６.０
７７.４
１００.０
１２３.６
１４５.６

警告

表-10 HTパイプの支持間隔

温度
口径

13
16
20
25
30
40
50
65
75
100
125
150

75
75
100
100
100
100
120
150
150
150
150
200

65
75
80
85
95
100
115
125
135
145
150
185

65
70
75
80
90
95
110
120
130
140
145
175

60
65
70
80
85
90
105
110
120
135
140
165

使　用　温　度 　（℃）
～20 ～60 ～80 ～90

単位： cm

警告

警告

警告

警告

７７

直
管
の
規
格
及

び
継
手
の
規
格

高温になった露出配管に使用者が触れると、火傷を起こすことがありますので、保温材などで管・継
手表面を保護してください
屋外露出配管については、一般塩ビ管と同様に凍結破壊が生じますので、十分な凍結防止工事を行っ
てください。

●クレオソート、アスファルト、防腐剤、防水剤やケトン類の有機溶剤に管・継手が触れると、膨潤
し破壊するおそれがありますので、管や継手に塗布したり、触れさせないようにしてください。

●上記の有機化合物が直接管に接触しない場合でも管の埋設が浅いと、これらを地面にこぼしたとき
地中に浸透し、管が侵される場合がありますのでご注意ください。

●可塑材入りの被覆電線（コード及び被覆支持金物）は、管・継手を侵すことがありますので、直接
管・継手に触れさせないようにしてください。

●配管が建物の外周基礎や壁、床等を貫通する際に使用されるシーリング材には、耐熱性硬質ポリ塩
化ビニル管・継手に悪影響を及ぼす可塑剤（フタル酸エステル、DOP等）や有機溶剤（キシレン、ト
ルエン等）を含む物（ポリウレタン系シーリング材等）があります。これらの成分を含むシーリング材
は塩ビ管や継手に悪影響を及ぼす恐れがありますので使用しないでください。
　＜推奨商品：積水フーラー社製 シリコーン系シーリング材、変成シリコーン系シーリング材＞

吊り配管の場合に、管の支持間隔、支持方
が不適切ですと、管が大きく撓み、空気
溜り等が発生して水や湯が流れないことが
起ります。
したがって、表-10およびP19の支持間隔、
P20の支持方法を参照してください。
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注）★印はJIS規格品です。

注）  ★印はJIS規格品です。

Ｄ

Ｌ
Z

ｔ

呼び径
★   １３
★   １６
★   ２０
★   ２５
★   ３０
★   ４０
★   ５０
　   ６５
　   ７５
　 １００
　 １２５
　 １５０

Ｄ
  ２６
  ２９
  ３４
  ４１
  ４６
  ５６
  ６９
  ９１
１０６
１３４
１６６
１８９

Ｌ
  ４９
  ５９
  ７１
  ８２
  ８９
  ９９
１０９
１４５
１５４
２００
２３２
３００

ｔ
  ３.５
  ３.５
  ４.０
  ４.０
  ４.５
  ４.５
  ５.０
  ６.１
  ７.５
  ９.４
１０.４
１２.２

Z
  ５
  ５
  ５
  ６
  ５
  ５
  ５
  ５
  ８
１２
２４
３６

単位：ｍｍ

チーズ

ソケット（A形）

用途：管路を直角に分岐するときに用います。

用途：直管の接続に用います。

●チーズ（A形）

D1
  ２６
  ３１
  ３３
  ４０
  ４８
  ５７
  ７０
  ３３
  ４０
  ４８
  ５７
  ７０
  ８７
  ３６
  ４０
  ４８
  ５７
  ７０
  ８７
１０１
  ３６
  ４２
  ７０
  ８７
１０１
１３０
  ３６
  ４２
１０１
１３０
１５７

D1
 ２６
 ２９
 ２６
 ３４
 ２６
 ２９
 ４１
 ２６
 ２９
 ３４
 ４６
 ２６
 ２９
 ３４
 ４１
 ５６
 ２６
 ２９
 ３４
 ４１
 ４６
 ６９
 ２６
 ２９
 ３４
 ４１
 ４６
 ５６
 ９１
１０６
１３４
１６６
１８９

単位：ｍｍ
呼び径
★　　１３
★　　１６
★１６×１３
★　　２０
★２０×１３
★２０×１６
★　　２５
★２５×１３
★２５×１６
★２５×２０
★　　３０
★３０×１３
★３０×１６
★３０×２０
★３０×２５
★　　４０
★４０×１３
★４０×１６
★４０×２０
★４０×２５
★４０×３０
★　　５０
★５０×１３
★５０×１６
★５０×２０
★５０×２５
★５０×３０
★５０×４０
         ６５
         ７５
        １００
        １２５
        １５０

Ｄ
 ２６
 ２９
 ２９
 ３４
 ３４
 ３４
 ４１
 ４１
 ４１
 ４１
 ４６
 ４６
 ４６
 ４６
 ４６
 ５６
 ５６
 ５６
 ５６
 ５６
 ５６
 ６９
 ６９
 ６９
 ６９
 ６９
 ６９
 ６９
 ９１
１０６
１３４
１６６
１８９

   Z
１２  
１４  
１２  
２０  
１２  
１４  
２０  
１１  
１４  
１６  
２２  
１２  
１４  
１６  
１８  
２８  
１５  
１６  
１８  
２１  
２５  
３５  
１７  
１８  
２０  
２３  
２７  
３０  
４４  
４８.５
６２  
８５  
９８  

Ｈ1
  ３４  
  ４１  
  ３６  
  ５３  
  ３８  
  ４３  
  ５８  
  ４１  
  ４６  
  ５２  
  ６４  
  ４４  
  ４９  
  ５５  
  ６０  
  ７５  
  ４９  
  ５４  
  ６０  
  ６５  
  ６９  
  ８７  
  ５５  
  ６０  
  ７０  
  ７５  
  ７５  
  ８０  
１１４  
１２３.５
１５６  
１８９  
２３０  

L
 ６８
 ８２
 ７８
１０６
 ９０
 ９４
１１６
 ９８
１０４
１０８
１２８
１０８
１１２
１１６
１２０
１５０
１２４
１２６
１３０
１３６
１４４
１７４
１３８
１４０
１４４
１５０
１５８
１６４
２２８
２４７
３１２
３７８
４６０

　Ｈ
  ３４
  ４１
  ３９
  ５３
  ４５
  ４７
  ５８
  ４９
  ５２
  ５４
  ６４
  ５４
  ５６
  ５８
  ６０
  ７５
  ６２
  ６３
  ６５
  ６８
  ７２
  ８７
  ６９
  ７０
  ７２
  ７５
  ７９
  ８２
１１４
１２３.５
１５６
１８９
２３０

  Z1
１２  
１４  
１４  
２０  
１６  
１４  
２０  
１９  
１９  
１９  
２２  
２２  
２２  
２２  
２２  
２８  
２７  
２７  
２７  
２７  
２７  
３５  
３３  
３３  
３７  
３７  
３３  
３３  
４４  
４８.５
６２  
８５  
９８  

ｔ
 ３.５
 ３.５
 ３.５
 ４.０
 ４.０
 ４.０
 ４.０
 ４.０
 ４.０
 ４.０
 ４.５
 ４.５
 ４.５
 ４.５
 ４.５
 ４.５
 ４.５
 ４.５
 ４.５
 ４.５
 ４.５
 ５.０
 ５.０
 ５.０
 ５.０
 ５.０
 ５.０
 ５.０
 ６.１
 ７.５
 ９.４
１０.４
１２.２ 注） １.組合せチーズのH1及びZ1寸法は参考値です。

　　２.組合せチーズ（１２５、１５０）は受注生産です。

単位：ｍｍ
呼び径
６５×１３
６５×１６
６５×２０
６５×２５
６５×３０
６５×４０
６５×５０
７５×２０
７５×２５
７５×３０
７５×４０
７５×５０
７５×６５
１００×２０
１００×２５
１００×３０
１００×４０
１００×５０
１００×６５
１００×７５
１２５×２０
１２５×２５
１２５×５０
１２５×６５
１２５×７５
１２５×１００
１５０×２０
１５０×２５
１５０×７５
１５０×１００
１５０×１２５

Ｄ
 ９１
 ９１
 ９１
 ９１
 ９１
 ９１
 ９１
１０６
１０６
１０６
１０６
１０６
１０６
１３４
１３４
１３４
１３４
１３４
１３４
１３４
１６６
１６６
１６６
１６６
１６６
１６６
１８９
１８９
１８９
１８９
１８９

Ｈ1
１４３
１４７
１５３
１５７
１５７
１７２
１８１
１６１.５
１６７.５
１６７.５
１８２.５
１９０.５
１８９.５
１９４
２００
２００
２０４
２１０
２２３
２３９
２２９
２３５
２４５
２５５
２６９
２８８
２７３
２７８
３１７
３３１
３４２

L
２２８
２２８
２２８
２２８
２２８
２２８
２２８
２４７
２４７
２４７
２４７
２４７
２４７
３１２
３１２
３１２
３１２
３１２
３１２
３１２
３７８
３７８
３７８
３７８
３７８
３７８
４６０
４６０
４６０
４６０
４６０

　Ｈ
１１４
１１４
１１４
１１４
１１４
１１４
１１４
１２３.５
１２３.５
１２３.５
１２３.５
１２３.５
１２３.５
１５６
１５６
１５６
１５６
１５６
１５６
１５６
１８９
１８９
１８９
１８９
１８９
１８９
２３０
２３０
２３０
２３０
２３０

    Z1
１２３  
１１７  
１１８  
１１７  
１１７  
１２７  
１３１  
１２６.５  
１２７.５  
１２７.５  
１３７.５  
１４０.５  
１２８.５  
１５９
１６０  
１６０  
１５９  
１６０  
１６２  
１６７  
１９４  
１９５  
１９５  
１９４  
１９７  
１９６  
２３８
２３８
２４５
２３９
２３８

ｔ
 ６.１
 ６.１
 ６.１
 ６.１
 ６.１
 ６.１
 ６.１
 ７.５
 ７.５
 ７.５
 ７.５
 ７.５
 ７.５
 ９.４
 ９.４
 ９.４
 ９.４
 ９.４
 ９.４
 ９.４
１０.４
１０.４
１０.４
１０.４
１０.４
１０.４
１２.２
１２.２
１２.２
１２.２
１２.２

   Z
４４  
４４  
４４  
４４  
４４  
４４  
４４  
４８.５
４８.５
４８.５
４８.５
４８.５
４８.５
６２  
６２  
６２  
６２  
６２  
６２  
６２  
８５  
８５  
８５  
８５  
８５  
８５  
９８  
９８  
９８  
９８  
９８  

ｔ

Ｈ
1

Ｄ１

Ｄ

Z1

L
HH

Z

Ｄ１

ｔＤ

Ｈ
1

L
H

Z
H

●組合せチーズ
　（チーズ本体と径違いソケットA-II形の組合せ品です。）

注） 1.★印はJIS規格品です。

呼び径
★   １３
★   １６
★   ２０
★   ２５
★   ３０
★   ４０
★   ５０
　   ６５
　   ７５
　 １００
　 １２５
　 １５０

Ｄ
  ２６
  ２９
  ３４
  ４１
  ４６
  ５６
  ６９
  ９１
１０６
１３４
１６６
１８９

ｔ
  ３.５
  ３.５
  ４.０
  ４.０
  ４.５
  ４.５
  ５.０
  ６.１
  ７.５
  ９.４
１０.４
１２.２

Ｈ
  ３４
  ４１
  ５３
  ５８
  ６４
  ７４
  ８５
１１４
   １２３.５
１５６
１８９
２３０

Ｚ
１２
１４
２０
２０
２２
２７
３３
４４
  ４４.５
６３
８３
９８

単位：ｍｍ

Ｌ
Ｄ
2

Ｄ
１

Z

Ｌ

Ｄ
１ Ｄ

ｔ２

ｔ１

Z

Ｌ

Ｄ
１ Ｄ

Z

エルボ（A形）
用途：露出管路の曲がりおよび伸縮処理
　　 （エルボ返し）に用います。

45°エルボ（A形）
用途：露出管路の曲がりに用います。

径違いソケット・ブッシュ
用途：管径の変更を必要とするときに用います。

注）１.呼び径５０は点線形状です。

呼び径
   １３
   １６
   ２０
   ２５
   ３０
   ４０
   ５０
   ６５
   ７５
 １００

Ｄ
  ２６
  ２９
  ３４
  ４１
  ４６
  ５６
  ６９
  ９１
１０６
１３４

ｔ
  ３.５
  ３.５
  ４.０
  ４.０
  ４.５
  ４.５
  ５.０
  ６.１
  ７.５
  ９.４

Ｈ
 ２７
 ３３
 ４４
 ５０
 ５３
  ６１
  ８０
  ９４
  ９８
１２３

Ｚ
５
６
１１
１２
１１
１４
２８
２４
２３
２９

単位：ｍｍ

ｔ

H
Z

D

４５°

ｔ

Ｄ

Ｈ
Z

Z
Ｈ

径違いソケット（A-I形）

径違いソケット・ブッシュ兼用型（A-I I形）
径違いソケット（A-Ⅲ形）

組合せ径違いソケット
（ソケットA形と径違いソケットA-II形の組合せ品です）

●径違いソケットとして使用する場合

●ブッシュとして使用する場合

※A-Ⅱ形は径違いソケット及びブッシュ
　として使用できます。

直 管

継手受口

（例：チーズに接続する場合）

Z1

直
管
の
規
格
及

び
継
手
の
規
格
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注）★印はJIS規格品です。

注）  ★印はJIS規格品です。

Ｄ

Ｌ
Z

ｔ

呼び径
★   １３
★   １６
★   ２０
★   ２５
★   ３０
★   ４０
★   ５０
　   ６５
　   ７５
　 １００
　 １２５
　 １５０

Ｄ
  ２６
  ２９
  ３４
  ４１
  ４６
  ５６
  ６９
  ９１
１０６
１３４
１６６
１８９

Ｌ
  ４９
  ５９
  ７１
  ８２
  ８９
  ９９
１０９
１４５
１５４
２００
２３２
３００

ｔ
  ３.５
  ３.５
  ４.０
  ４.０
  ４.５
  ４.５
  ５.０
  ６.１
  ７.５
  ９.４
１０.４
１２.２

Z
  ５
  ５
  ５
  ６
  ５
  ５
  ５
  ５
  ８
１２
２４
３６

単位：ｍｍ

チーズ

ソケット（A形）

用途：管路を直角に分岐するときに用います。

用途：直管の接続に用います。

●チーズ（A形）

D1
  ２６
  ３１
  ３３
  ４０
  ４８
  ５７
  ７０
  ３３
  ４０
  ４８
  ５７
  ７０
  ８７
  ３６
  ４０
  ４８
  ５７
  ７０
  ８７
１０１
  ３６
  ４２
  ７０
  ８７
１０１
１３０
  ３６
  ４２
１０１
１３０
１５７

D1
 ２６
 ２９
 ２６
 ３４
 ２６
 ２９
 ４１
 ２６
 ２９
 ３４
 ４６
 ２６
 ２９
 ３４
 ４１
 ５６
 ２６
 ２９
 ３４
 ４１
 ４６
 ６９
 ２６
 ２９
 ３４
 ４１
 ４６
 ５６
 ９１
１０６
１３４
１６６
１８９

単位：ｍｍ
呼び径
★　　１３
★　　１６
★１６×１３
★　　２０
★２０×１３
★２０×１６
★　　２５
★２５×１３
★２５×１６
★２５×２０
★　　３０
★３０×１３
★３０×１６
★３０×２０
★３０×２５
★　　４０
★４０×１３
★４０×１６
★４０×２０
★４０×２５
★４０×３０
★　　５０
★５０×１３
★５０×１６
★５０×２０
★５０×２５
★５０×３０
★５０×４０
         ６５
         ７５
        １００
        １２５
        １５０

Ｄ
 ２６
 ２９
 ２９
 ３４
 ３４
 ３４
 ４１
 ４１
 ４１
 ４１
 ４６
 ４６
 ４６
 ４６
 ４６
 ５６
 ５６
 ５６
 ５６
 ５６
 ５６
 ６９
 ６９
 ６９
 ６９
 ６９
 ６９
 ６９
 ９１
１０６
１３４
１６６
１８９

   Z
１２  
１４  
１２  
２０  
１２  
１４  
２０  
１１  
１４  
１６  
２２  
１２  
１４  
１６  
１８  
２８  
１５  
１６  
１８  
２１  
２５  
３５  
１７  
１８  
２０  
２３  
２７  
３０  
４４  
４８.５
６２  
８５  
９８  

Ｈ1
  ３４  
  ４１  
  ３６  
  ５３  
  ３８  
  ４３  
  ５８  
  ４１  
  ４６  
  ５２  
  ６４  
  ４４  
  ４９  
  ５５  
  ６０  
  ７５  
  ４９  
  ５４  
  ６０  
  ６５  
  ６９  
  ８７  
  ５５  
  ６０  
  ７０  
  ７５  
  ７５  
  ８０  
１１４  
１２３.５
１５６  
１８９  
２３０  

L
 ６８
 ８２
 ７８
１０６
 ９０
 ９４
１１６
 ９８
１０４
１０８
１２８
１０８
１１２
１１６
１２０
１５０
１２４
１２６
１３０
１３６
１４４
１７４
１３８
１４０
１４４
１５０
１５８
１６４
２２８
２４７
３１２
３７８
４６０

　Ｈ
  ３４
  ４１
  ３９
  ５３
  ４５
  ４７
  ５８
  ４９
  ５２
  ５４
  ６４
  ５４
  ５６
  ５８
  ６０
  ７５
  ６２
  ６３
  ６５
  ６８
  ７２
  ８７
  ６９
  ７０
  ７２
  ７５
  ７９
  ８２
１１４
１２３.５
１５６
１８９
２３０

  Z1
１２  
１４  
１４  
２０  
１６  
１４  
２０  
１９  
１９  
１９  
２２  
２２  
２２  
２２  
２２  
２８  
２７  
２７  
２７  
２７  
２７  
３５  
３３  
３３  
３７  
３７  
３３  
３３  
４４  
４８.５
６２  
８５  
９８  

ｔ
 ３.５
 ３.５
 ３.５
 ４.０
 ４.０
 ４.０
 ４.０
 ４.０
 ４.０
 ４.０
 ４.５
 ４.５
 ４.５
 ４.５
 ４.５
 ４.５
 ４.５
 ４.５
 ４.５
 ４.５
 ４.５
 ５.０
 ５.０
 ５.０
 ５.０
 ５.０
 ５.０
 ５.０
 ６.１
 ７.５
 ９.４
１０.４
１２.２ 注） １.組合せチーズのH1及びZ1寸法は参考値です。

　　２.組合せチーズ（１２５、１５０）は受注生産です。

単位：ｍｍ
呼び径
６５×１３
６５×１６
６５×２０
６５×２５
６５×３０
６５×４０
６５×５０
７５×２０
７５×２５
７５×３０
７５×４０
７５×５０
７５×６５
１００×２０
１００×２５
１００×３０
１００×４０
１００×５０
１００×６５
１００×７５
１２５×２０
１２５×２５
１２５×５０
１２５×６５
１２５×７５
１２５×１００
１５０×２０
１５０×２５
１５０×７５
１５０×１００
１５０×１２５

Ｄ
 ９１
 ９１
 ９１
 ９１
 ９１
 ９１
 ９１
１０６
１０６
１０６
１０６
１０６
１０６
１３４
１３４
１３４
１３４
１３４
１３４
１３４
１６６
１６６
１６６
１６６
１６６
１６６
１８９
１８９
１８９
１８９
１８９

Ｈ1
１４３
１４７
１５３
１５７
１５７
１７２
１８１
１６１.５
１６７.５
１６７.５
１８２.５
１９０.５
１８９.５
１９４
２００
２００
２０４
２１０
２２３
２３９
２２９
２３５
２４５
２５５
２６９
２８８
２７３
２７８
３１７
３３１
３４２

L
２２８
２２８
２２８
２２８
２２８
２２８
２２８
２４７
２４７
２４７
２４７
２４７
２４７
３１２
３１２
３１２
３１２
３１２
３１２
３１２
３７８
３７８
３７８
３７８
３７８
３７８
４６０
４６０
４６０
４６０
４６０

　Ｈ
１１４
１１４
１１４
１１４
１１４
１１４
１１４
１２３.５
１２３.５
１２３.５
１２３.５
１２３.５
１２３.５
１５６
１５６
１５６
１５６
１５６
１５６
１５６
１８９
１８９
１８９
１８９
１８９
１８９
２３０
２３０
２３０
２３０
２３０

    Z1
１２３  
１１７  
１１８  
１１７  
１１７  
１２７  
１３１  
１２６.５  
１２７.５  
１２７.５  
１３７.５  
１４０.５  
１２８.５  
１５９
１６０  
１６０  
１５９  
１６０  
１６２  
１６７  
１９４  
１９５  
１９５  
１９４  
１９７  
１９６  
２３８
２３８
２４５
２３９
２３８

ｔ
 ６.１
 ６.１
 ６.１
 ６.１
 ６.１
 ６.１
 ６.１
 ７.５
 ７.５
 ７.５
 ７.５
 ７.５
 ７.５
 ９.４
 ９.４
 ９.４
 ９.４
 ９.４
 ９.４
 ９.４
１０.４
１０.４
１０.４
１０.４
１０.４
１０.４
１２.２
１２.２
１２.２
１２.２
１２.２

   Z
４４  
４４  
４４  
４４  
４４  
４４  
４４  
４８.５
４８.５
４８.５
４８.５
４８.５
４８.５
６２  
６２  
６２  
６２  
６２  
６２  
６２  
８５  
８５  
８５  
８５  
８５  
８５  
９８  
９８  
９８  
９８  
９８  

ｔ

Ｈ
1

Ｄ１

Ｄ

Z1

L
HH

Z

Ｄ１

ｔＤ

Ｈ
1

L
H

Z
H

●組合せチーズ
　（チーズ本体と径違いソケットA-II形の組合せ品です。）

注） 1.★印はJIS規格品です。

呼び径
★   １３
★   １６
★   ２０
★   ２５
★   ３０
★   ４０
★   ５０
　   ６５
　   ７５
　 １００
　 １２５
　 １５０

Ｄ
  ２６
  ２９
  ３４
  ４１
  ４６
  ５６
  ６９
  ９１
１０６
１３４
１６６
１８９

ｔ
  ３.５
  ３.５
  ４.０
  ４.０
  ４.５
  ４.５
  ５.０
  ６.１
  ７.５
  ９.４
１０.４
１２.２

Ｈ
  ３４
  ４１
  ５３
  ５８
  ６４
  ７４
  ８５
１１４
   １２３.５
１５６
１８９
２３０

Ｚ
１２
１４
２０
２０
２２
２７
３３
４４
  ４４.５
６３
８３
９８

単位：ｍｍ

Ｌ

Ｄ
2

Ｄ
１

Z

Ｌ

Ｄ
１ Ｄ

ｔ２

ｔ１

Z

Ｌ

Ｄ
１ Ｄ

Z

エルボ（A形）
用途：露出管路の曲がりおよび伸縮処理
　　 （エルボ返し）に用います。

45°エルボ（A形）
用途：露出管路の曲がりに用います。

径違いソケット・ブッシュ
用途：管径の変更を必要とするときに用います。

注）１.呼び径５０は点線形状です。

呼び径
   １３
   １６
   ２０
   ２５
   ３０
   ４０
   ５０
   ６５
   ７５
 １００

Ｄ
  ２６
  ２９
  ３４
  ４１
  ４６
  ５６
  ６９
  ９１
１０６
１３４

ｔ
  ３.５
  ３.５
  ４.０
  ４.０
  ４.５
  ４.５
  ５.０
  ６.１
  ７.５
  ９.４

Ｈ
 ２７
 ３３
 ４４
 ５０
 ５３
  ６１
  ８０
  ９４
  ９８
１２３

Ｚ
５
６
１１
１２
１１
１４
２８
２４
２３
２９

単位：ｍｍ

ｔ

H
Z

D

４５°

ｔ

Ｄ

Ｈ
Z

Z
Ｈ

径違いソケット（A-I形）

径違いソケット・ブッシュ兼用型（A-I I形）
径違いソケット（A-Ⅲ形）

組合せ径違いソケット
（ソケットA形と径違いソケットA-II形の組合せ品です）

●径違いソケットとして使用する場合

●ブッシュとして使用する場合

※A-Ⅱ形は径違いソケット及びブッシュ
　として使用できます。

直 管

継手受口

（例：チーズに接続する場合）

Z1

直
管
の
規
格
及

び
継
手
の
規
格
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単位：ｍｍ

ソケットとして使用
する際の呼び径

ブッシュとして使用
する際の呼び径 L 1 2 t1 t2 Z 備　　考

 ★　１６×  １３
 ★　２０×  １３
 ★　２０×  １６
 ★　２５×  １３
 ★　２５×  １６
 ★　２５×  ２０
 ★　３０×  ２０
 ★　３０×  ２５
 ★　４０×  ２０
 ★　４０×  ２５
 ★　４０×  ３０
 ★　５０×  ２５
 ★　５０×  ３０
 ★　５０×  ４０
 　　５０×  １３
 　　５０×  １６
 　　５０×  ２０
 　　５０×  ２５
 　　５０×  ３０
 　　５０×  ４０
 　　５０×  ５０
 　　６５×  ２０
 　　６５×  ２５
 　　６５×  ３０
 　　６５×  ４０
 　　６５×  ５０
 　　６５×  ６５
 　　７５×  ２０
 　　７５×  ２５
 　　７５×  ３０
 　　７５×  ４０
 　　７５×  ５０
 　　７５×  ６５
 　　７５×  ７５
　　１００×  ２０
　　１００×  ２５
　　１００×  ５０
　　１００×  ６５
　　１００×  ７５
　　１００×１００
　　１２５×  ２０
　　１２５×  ２５
　　１２５×  ７５
　　１２５×１００
　　１２５×１２５

　　１５０×１２５

６５×  １３
６５×  １６
６５×  ２０
６５×  ２５
６５×  ３０
６５×  ４０
６５×  ５０
７５×  ２０
７５×  ２５
７５×  ３０
７５×  ４０
７５×  ５０
７５×  ６５

  ５３
  ６１.５
  ６６
  ７３
  ７６
  ８０.５
  ８５
  ９０
  ９８
１００
  ９７
１１０
１１０
１１０
  ９９
１０３
１０９
１１３
１１３
１２８
１３７
１１３
１１９
１１９
１３４
１４２
１４１
１３２
１３８
１３８
１４２
１４８
１６１
１７７
１４４
１５０
１６０
１７０
１８４
２０３
１７５
１８０
２１９
２３３
２４４
４１２

D1

  ２６
  ２６
  ２９
  ２６
  ２９
  ３４
  ３４
  ４１
  ３４
  ４１
  ４６
  ４１
  ４６
  ５６
  ２６
  ３１
  ３３
  ４０
  ４８
  ５７
  ７０
  ３３
  ４０
  ４８
  ５７
  ７０
  ８７
  ３６
  ４０
  ４８
  ５７
  ７０
  ８７
１０１
  ３６
  ４２
  ７０
  ８７
１０１
１３０
  ３６
  ４２
１０１
１３０
１５７
１５７

D

  ２９
  ３４
  ３４
  ４１
  ４１
  ４１
  ４６
  ４６
  ５６
  ５６
  ５６
  ６９
  ６９
  ６９
  ７６
  ７６
  ７６
  ７６
  ７６
  ７６
  ７６
  ８９
  ８９
  ８９
  ８９
  ８９
  ８９
１１４
１１４
１１４
１１４
１１４
１１４
１１４
１４０
１４０
１４０
１４０
１４０
１４０
１６５
１６５
１６５
１６５
１６５
１８９

̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶

  ６３
  ６３
  ６３
  ６３
  ６３
  ６３
  ６３
  ６１
  ６１
  ６１
  ６１
  ６１
  ６１
  ７２
  ７２
  ７２
  ７２
  ７２
  ７２
  ７２
  ９２
  ９２
  ９２
  ９２
  ９２
  ９２
１０４
１０４
１０４
１０４
１０４
１３２

̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶

  ２０
  ３０
  ３５
  ４０
  ４０
  ４５
  ５０
  ３５
  ４０
  ４０
  ４５
  ５０
  ６１
  ３５
  ４０
  ４０
  ４５
  ５０
  ６１
  ７２
  ３５
  ４０
  ５０
  ６１
  ７２
  ９２
  ３５
  ４０
  ７２
  ９２
１０４
１０４

３.５
４.０
４.０
４.０
４.０
４.０
４.５
４.５
４.５
４.５
４.５
５.０
５.０
５.０
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶

３.５
３.５
３.５
３.５
３.５
４.０
４.０
４.０
４.０
４.０
４.５
４.０
４.５
４.５
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶

    ４
        ６.５
    ６
  １３
  １１
        ９.５
  １０
  １０
  １８
  １５
    ８
  ２０
  １６
  １１
  １６
  １０
  １１
  １０
  １０
  ２０
  ２４
  １７
  １８
  １８
  ２８
  ３１
  １９
  ２５
  ２６
  ２６
  ２５
  ２６
  ２８
  ３３
  １７
  １８
  １８
  １７
  ２０
  １９
  ３６
  ３６
  ４３
  ３７
  ３６
１７６

A-  I  形
A-  I  形
A-  I  形
A-  I  形
A-  I  形
A-  I  形
A-  I  形
A-  I  形
A-  I  形
A-  I  形
A-  I  形
A-  I  形
A-  I  形
A-  I  形
A- II 形
A- II 形
A- II 形
A- II 形
A- II 形
A- II 形
A- II 形
A- II 形
A- II 形
A- II 形
A- II 形
A- II 形
A- II 形
A- Ⅲ 形
A- Ⅲ 形
A- Ⅲ 形
A- Ⅲ 形
A- Ⅲ 形
A- Ⅲ 形
A- Ⅲ 形
A- Ⅲ 形
A- Ⅲ 形
A- Ⅲ 形
A- Ⅲ 形
A- Ⅲ 形
A- Ⅲ 形
A- Ⅲ 形
A- Ⅲ 形
A- Ⅲ 形
A- Ⅲ 形
A- Ⅲ 形
組合せ

注）１.★印はJIS規格品です。
2.組合せ径違いソケットのL寸法は参考値です。
3.組合せ径違いソケットは受注生産品です。

接着強度を確保できない
ため、現場接着施工はでき
ません。

90°ベンド（B形）
用途：地中埋設管路の曲がりおよび伸縮処理
　　 （エルボ返し）に用います。

45°ベンド（B形）
用途：地中埋設管路の曲がりに用います。

22 １/２°ベンド（B形）
用途：地中埋設管路の曲がりに用います。

ｔ

F

F

R ９０
°

呼び径
★  １３
★  １６
★  ２０
★  ２５
★  ３０
★  ４０
★  ５０
　  ６５
　  ７５
　１００
　１２５
　１５０

Ｒ
  ４０
  ４８
  ５５
  ７８
１００
１２０
１６０
２００
２４５
３００
４００
５００

Ｆ
  ４２
  ４７
  ５４
  ６２
  ７０
     ８６.５
１００
１１０
１１２
１４２
１６５
１９５

ｔ（最小）
２.３
２.７
２.７
３.２
３.２
３.７
４.１
４.１
４.８
５.７
６.８
８.１

単位：ｍｍ

単位：ｍｍ

注〉１.★印はJIS規格品です。２.呼び径125、150は受注生産です。

呼び径
★  １３
★  １６
★  ２０
★  ２５
★  ３０
★  ４０
★  ５０
　  ６５
　  ７５
　１００
　１２５
　１５０

Ｒ
  ４０
  ４８
  ５５
  ７８
１００
１２０
１６０
２００
２４５
３００
４００
５００

Ｆ
  ４２
  ４７
  ５４
  ６２
  ７０
     ８６.５
１００
１１０
１１２
１４２
１６５
１９５

ｔ（最小）
２.３
２.７
２.７
３.２
３.２
３.７
４.１
４.１
４.８
５.７
６.８
８.１

注〉１.★印はＪＩＳ規格品です。２.呼び径１２５、１５０は受注生産です。

呼び径
★  １３
★  １６
★  ２０
★  ２５
★  ３０
★  ４０
★  ５０
　  ６５
　  ７５
　１００
　１２５
　１５０

Ｒ
  ４０
  ４８
  ５５
  ７８
１００
１２０
１６０
２００
２４５
３００
４００
５００

Ｆ
  ４２
  ４７
  ５４
  ６２
  ７０
     ８６.５
１００
１１０
１１２
１４２
１６５
１９５

ｔ（最小）
２.３
２.７
２.７
３.２
３.２
３.７
４.１
４.１
４.８
５.７
６.８
８.１

単位：ｍｍ

ｔ

F

F

R ４５
°

ｔ

F
F

R
２２１/２°

11 １/４ベ゚ンド（B形）
用途：地中埋設管路の曲がりに用います。

呼び径
★  １３
★  １６
★  ２０
★  ２５
★  ３０
★  ４０
★  ５０
　  ６５
　  ７５
　１００
　１２５
　１５０

Ｒ
  ４０
  ４８
  ５５
  ７８
１００
１２０
１６０
２００
２４５
３００
４００
５００

Ｆ
  ４２
  ４７
  ５４
  ６２
  ７０
     ８６.５
１００
１１０
１１２
１４２
１６５
１９５

ｔ（最小）
２.３
２.７
２.７
３.２
３.２
３.７
４.１
４.１
４.８
５.７
６.８
８.１

単位：ｍｍ

注〉１.★印はＪＩＳ規格品です。２.呼び径１２５、１５０は受注生産です。

ｔ

F
F

R
１１１/４°

注〉１.★印はＪＩＳ規格品です。２.呼び径１２５、１５０は受注生産です。

直
管
の
規
格
及

び
継
手
の
規
格

現場接着施工
不可

ブッシュとして使用不可

ブッシュとして使用不可

（ ）



31 32

単位：ｍｍ

ソケットとして使用
する際の呼び径

ブッシュとして使用
する際の呼び径 L 1 2 t1 t2 Z 備　　考

 ★　１６×  １３
 ★　２０×  １３
 ★　２０×  １６
 ★　２５×  １３
 ★　２５×  １６
 ★　２５×  ２０
 ★　３０×  ２０
 ★　３０×  ２５
 ★　４０×  ２０
 ★　４０×  ２５
 ★　４０×  ３０
 ★　５０×  ２５
 ★　５０×  ３０
 ★　５０×  ４０
 　　５０×  １３
 　　５０×  １６
 　　５０×  ２０
 　　５０×  ２５
 　　５０×  ３０
 　　５０×  ４０
 　　５０×  ５０
 　　６５×  ２０
 　　６５×  ２５
 　　６５×  ３０
 　　６５×  ４０
 　　６５×  ５０
 　　６５×  ６５
 　　７５×  ２０
 　　７５×  ２５
 　　７５×  ３０
 　　７５×  ４０
 　　７５×  ５０
 　　７５×  ６５
 　　７５×  ７５
　　１００×  ２０
　　１００×  ２５
　　１００×  ５０
　　１００×  ６５
　　１００×  ７５
　　１００×１００
　　１２５×  ２０
　　１２５×  ２５
　　１２５×  ７５
　　１２５×１００
　　１２５×１２５

　　１５０×１２５

６５×  １３
６５×  １６
６５×  ２０
６５×  ２５
６５×  ３０
６５×  ４０
６５×  ５０
７５×  ２０
７５×  ２５
７５×  ３０
７５×  ４０
７５×  ５０
７５×  ６５

  ５３
  ６１.５
  ６６
  ７３
  ７６
  ８０.５
  ８５
  ９０
  ９８
１００
  ９７
１１０
１１０
１１０
  ９９
１０３
１０９
１１３
１１３
１２８
１３７
１１３
１１９
１１９
１３４
１４２
１４１
１３２
１３８
１３８
１４２
１４８
１６１
１７７
１４４
１５０
１６０
１７０
１８４
２０３
１７５
１８０
２１９
２３３
２４４
４１２

D1

  ２６
  ２６
  ２９
  ２６
  ２９
  ３４
  ３４
  ４１
  ３４
  ４１
  ４６
  ４１
  ４６
  ５６
  ２６
  ３１
  ３３
  ４０
  ４８
  ５７
  ７０
  ３３
  ４０
  ４８
  ５７
  ７０
  ８７
  ３６
  ４０
  ４８
  ５７
  ７０
  ８７
１０１
  ３６
  ４２
  ７０
  ８７
１０１
１３０
  ３６
  ４２
１０１
１３０
１５７
１５７

D

  ２９
  ３４
  ３４
  ４１
  ４１
  ４１
  ４６
  ４６
  ５６
  ５６
  ５６
  ６９
  ６９
  ６９
  ７６
  ７６
  ７６
  ７６
  ７６
  ７６
  ７６
  ８９
  ８９
  ８９
  ８９
  ８９
  ８９
１１４
１１４
１１４
１１４
１１４
１１４
１１４
１４０
１４０
１４０
１４０
１４０
１４０
１６５
１６５
１６５
１６５
１６５
１８９

̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶

  ６３
  ６３
  ６３
  ６３
  ６３
  ６３
  ６３
  ６１
  ６１
  ６１
  ６１
  ６１
  ６１
  ７２
  ７２
  ７２
  ７２
  ７２
  ７２
  ７２
  ９２
  ９２
  ９２
  ９２
  ９２
  ９２
１０４
１０４
１０４
１０４
１０４
１３２

̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶

  ２０
  ３０
  ３５
  ４０
  ４０
  ４５
  ５０
  ３５
  ４０
  ４０
  ４５
  ５０
  ６１
  ３５
  ４０
  ４０
  ４５
  ５０
  ６１
  ７２
  ３５
  ４０
  ５０
  ６１
  ７２
  ９２
  ３５
  ４０
  ７２
  ９２
１０４
１０４

３.５
４.０
４.０
４.０
４.０
４.０
４.５
４.５
４.５
４.５
４.５
５.０
５.０
５.０
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶

３.５
３.５
３.５
３.５
３.５
４.０
４.０
４.０
４.０
４.０
４.５
４.０
４.５
４.５
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶
̶̶

    ４
        ６.５
    ６
  １３
  １１
        ９.５
  １０
  １０
  １８
  １５
    ８
  ２０
  １６
  １１
  １６
  １０
  １１
  １０
  １０
  ２０
  ２４
  １７
  １８
  １８
  ２８
  ３１
  １９
  ２５
  ２６
  ２６
  ２５
  ２６
  ２８
  ３３
  １７
  １８
  １８
  １７
  ２０
  １９
  ３６
  ３６
  ４３
  ３７
  ３６
１７６

A-  I  形
A-  I  形
A-  I  形
A-  I  形
A-  I  形
A-  I  形
A-  I  形
A-  I  形
A-  I  形
A-  I  形
A-  I  形
A-  I  形
A-  I  形
A-  I  形
A- II 形
A- II 形
A- II 形
A- II 形
A- II 形
A- II 形
A- II 形
A- II 形
A- II 形
A- II 形
A- II 形
A- II 形
A- II 形
A- Ⅲ 形
A- Ⅲ 形
A- Ⅲ 形
A- Ⅲ 形
A- Ⅲ 形
A- Ⅲ 形
A- Ⅲ 形
A- Ⅲ 形
A- Ⅲ 形
A- Ⅲ 形
A- Ⅲ 形
A- Ⅲ 形
A- Ⅲ 形
A- Ⅲ 形
A- Ⅲ 形
A- Ⅲ 形
A- Ⅲ 形
A- Ⅲ 形
組合せ

注）１.★印はJIS規格品です。
2.組合せ径違いソケットのL寸法は参考値です。
3.組合せ径違いソケットは受注生産品です。

接着強度を確保できない
ため、現場接着施工はでき
ません。

90°ベンド（B形）
用途：地中埋設管路の曲がりおよび伸縮処理
　　 （エルボ返し）に用います。

45°ベンド（B形）
用途：地中埋設管路の曲がりに用います。

22 １/２°ベンド（B形）
用途：地中埋設管路の曲がりに用います。

ｔ

F
F

R ９０
°

呼び径
★  １３
★  １６
★  ２０
★  ２５
★  ３０
★  ４０
★  ５０
　  ６５
　  ７５
　１００
　１２５
　１５０

Ｒ
  ４０
  ４８
  ５５
  ７８
１００
１２０
１６０
２００
２４５
３００
４００
５００

Ｆ
  ４２
  ４７
  ５４
  ６２
  ７０
     ８６.５
１００
１１０
１１２
１４２
１６５
１９５

ｔ（最小）
２.３
２.７
２.７
３.２
３.２
３.７
４.１
４.１
４.８
５.７
６.８
８.１

単位：ｍｍ

単位：ｍｍ

注〉１.★印はJIS規格品です。２.呼び径125、150は受注生産です。

呼び径
★  １３
★  １６
★  ２０
★  ２５
★  ３０
★  ４０
★  ５０
　  ６５
　  ７５
　１００
　１２５
　１５０

Ｒ
  ４０
  ４８
  ５５
  ７８
１００
１２０
１６０
２００
２４５
３００
４００
５００

Ｆ
  ４２
  ４７
  ５４
  ６２
  ７０
     ８６.５
１００
１１０
１１２
１４２
１６５
１９５

ｔ（最小）
２.３
２.７
２.７
３.２
３.２
３.７
４.１
４.１
４.８
５.７
６.８
８.１

注〉１.★印はＪＩＳ規格品です。２.呼び径１２５、１５０は受注生産です。

呼び径
★  １３
★  １６
★  ２０
★  ２５
★  ３０
★  ４０
★  ５０
　  ６５
　  ７５
　１００
　１２５
　１５０

Ｒ
  ４０
  ４８
  ５５
  ７８
１００
１２０
１６０
２００
２４５
３００
４００
５００

Ｆ
  ４２
  ４７
  ５４
  ６２
  ７０
     ８６.５
１００
１１０
１１２
１４２
１６５
１９５

ｔ（最小）
２.３
２.７
２.７
３.２
３.２
３.７
４.１
４.１
４.８
５.７
６.８
８.１

単位：ｍｍ

ｔ

F

F

R ４５
°

ｔ

F
F

R
２２１/２°

11 １/４ベ゚ンド（B形）
用途：地中埋設管路の曲がりに用います。

呼び径
★  １３
★  １６
★  ２０
★  ２５
★  ３０
★  ４０
★  ５０
　  ６５
　  ７５
　１００
　１２５
　１５０

Ｒ
  ４０
  ４８
  ５５
  ７８
１００
１２０
１６０
２００
２４５
３００
４００
５００

Ｆ
  ４２
  ４７
  ５４
  ６２
  ７０
     ８６.５
１００
１１０
１１２
１４２
１６５
１９５

ｔ（最小）
２.３
２.７
２.７
３.２
３.２
３.７
４.１
４.１
４.８
５.７
６.８
８.１

単位：ｍｍ

注〉１.★印はＪＩＳ規格品です。２.呼び径１２５、１５０は受注生産です。

ｔ

F
F

R
１１１/４°

注〉１.★印はＪＩＳ規格品です。２.呼び径１２５、１５０は受注生産です。

直
管
の
規
格
及

び
継
手
の
規
格

現場接着施工
不可

ブッシュとして使用不可

ブッシュとして使用不可

（ ）
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用途：蛇口との接続に用います。

給水栓用チーズ（A形）〈砲金インサート〉
用途：蛇口との接続に用います。

給水栓用ソケット（A形）〈砲金インサート〉
用途：蛇口との接続に用います。

給水栓用エルボ（A形）〈砲金インサート〉

　
　
13.5

Ｈ1
　
２９
３３
３４
３６
４０

単位：ｍｍ

単位：ｍｍ

単位：ｍｍ

Ｄ

ｔ

ガスケット溝

d

インサート

Ｈ１

Ｈ
Z

Ｄ1

d

D
1

Z

インサート

Ｈ

L

D

ｔ

ガスケット溝

呼び径　

１３
１６×１３
２０×１３
２０
２５

Ｄ

２６
２９
３４
３４
４１

谷の径
ｄ

２０.９５５
２０.９５５
２０.９５５
２６.４４１
３３.２４９

ねじ山数

　
１４
１４
１４
１４
１１

　
　
１３.５
１３.５
１３.５
１５.５
１８　

Ｄ1
　
３５
３５
３５
４４
５４

Ｌ
　
４７
５２
５９
６１
６９

ｔ
　
３.５
３.５
４.０
４.０
４.０

ねじの
呼び
　
ＲＰ－２
1－

ＲＰ－２
1－

ＲＰ－２
1－

ＲＰ－4
3－

ＲＰ １

ね　じ　部

２５.４ｍｍ
につき（　  　 ）

★
★

★
★

呼び径
　
１３
１６×１３
２０×１３
２０
２５

Ｄ
　
２６
２９
３４
３４
４１

谷の径
ｄ

２０.９５５
２０.９５５
２０.９５５
２６.４４１
３３.２４９

ねじ山数

　
１４
１４
１４
１４
１１

　
　
１３.５
１３.５
１３.５
１３.５
１８

Ｄ1
　
３５
３５
３５
４４
５４

ねじの
呼び
　
ＲＰ－２
1－

ＲＰ－２
1－

ＲＰ－２
1－

ＲＰ－4
3－

ＲＰ １

ね　じ　部

２５.４ｍｍ
につき（　  　 ）

★
★

★
★

Ｚ
　
１３
１５
１７
１８
２２

Ｈ
　
３５
４２
５０
５１
６０

ｔ
　
３.５
３.５
４.０
４.０
４.０

Ｈ1
　
２９

Ｄ
　
２６

谷の径
ｄ

２０.９５５

ねじ山数

　
１４

Ｄ1
　
３５

ねじの
呼び
　
ＲＰ－２
1－

ね　じ　部

２５.４ｍｍ
につき（　  　 ）

Ｚ
　
１２

Ｈ
　
３２

ｔ
　
３.５

Ｌ
　
６４

呼び径

１３

Ｄ

Ｌ

ｔ

ガスケット溝

d

インサート

Ｄ1

注〉１.★印はＪＩＳ規格品です。
　   ２.ねじの規格はJIS Ｂ ０２０３の平行めねじです。
　   ３.ねじ部インサート材質はＪＩＳ Ｈ ５１２１のＣＡＣ４０６Ｃです。

●ねじ接続の際、必ずシールテープをご使用ください。
●インサート給水栓用継手の施工上の注意（P26）をご参照ください。

●ねじ接続の際、必ずシールテープをご使用ください。
●インサート給水栓用継手の施工上の注意（P26）をご参照ください。

●ねじ接続の際、必ずシールテープをご使用ください。
●インサート給水栓用継手の施工上の注意（P26）をご参照ください。

注〉１.ねじの規格はＪＩＳ Ｂ ０２０３の平行めねじです。
　   ２.ねじ部インサート材質はＪＩＳ Ｈ ５１２１のＣＡＣ４０６Ｃです。

注〉１.★印はＪＩＳ規格品です。
　   ２.ねじの規格はＪＩＳ Ｂ ０２０３の平行めねじです。
　   ３.ねじ部インサート材質はＪＩＳ Ｈ ５１２１のＣＡＣ４０６Ｃです。

用途：取りはずしを必要としない鋼管ソケッ
ト、バルブ、機器などのめねじとの接
続に用います。

ねじの
呼び

Ｒ－２
1－

Ｒ－２
1－

Ｒ－４
３－
Ｒ １
Ｒ１－４
1－

Ｒ１－２
1－

Ｒ ２

Ｌ

  ６４
  ７０
  ８５
  ９９
１０９
１１４
１３２

ｔ
（最小）

３.５
３.５
４.０
４.０
４.５
４.５
５.０

Ｄ2
（最小）

３４
３４
４０
４５
６２
６８
８４

Ｄ

２６
２９
３４
４１
４６
５６
６９

基準径
の外径
Ｄ1

５９.６１４

単位：ｍｍ

注〉１.★印はＪＩＳ規格品です。
　  ２.ねじの規格はＪＩＳ Ｂ ０２０３テーパおねじです。
　  ３.ねじ部インサート材質はＪＩＳ Ｈ ３２５０の快削黄銅です。

単位：ｍｍ

＜ねじ部を含め耐熱性樹脂による一体成形品です。＞

ねじの呼び

Ｒ ２

呼び径

５０

Ｄ

７０

ねじ山数
２５.４ｍｍ
につき

１１

（　　　）
基準径
の位置
ａ

１５.８８

有効ねじ
部の長さ
Ｌ1

（最小）

２６

Ｌ

９３

Ｄ2

７０

ｔ

５.０

ね　　　　じ　　　　部

基準径
の外径
Ｄ1

２０.９５５
２０.９５５
２６.４４１
３３.２４９
４１.９１０
４７.８０３
５９.６１４

　呼び径

★１３× １／２
★１６× １／２
★２０× ３／４
★２５× １　
★３０×１１／４
★４０×１１／２
★５０× ２　

ねじ山数
２５.４ｍｍ
につき
１４
１４
１４
１１
１１
１１
１１

（　　　）
基準径
の位置
ａ
  ８.１６
  ８.１６
  ９.５３
１０.３９
１２.７０
１２.７０
１５.８８

有効ねじ
部の長さ
Ｌ1

（最小）

１３.１６
１３.１６
１４.５３
１６.７９
１９.１０
１９.１０
２３.３８

ね　　　　じ　　　　部

ｔ

Ｌ
ａ

D

Ｄ
１

Ｌ１

Ｄ２

Ｄ２

ｔ

D

ａ

Ｌ

Ｄ
１

Ｌ１

温泉用排水バルブソケット（A形）
用途：無圧の温泉排水用として用います。

首長給水栓用エルボ（A形）〈砲金インサート〉
用途：蛇口との接続に用います。 単位：ｍｍ

　
　
１３.５

Ｈ1
　
４７

Ｄ
　
２６

谷の径
ｄ

２０.９５５

ねじ山数

　
１４

Ｄ1
　
３５

ねじの
呼び
　
ＲＰ－２
1－

ね　じ　部

２５.４ｍｍ
につき（　  　 ）

Ｚ
　
１８

Ｈ
　
３８

ｔ
　
３.５

呼び径

１３

Ｄ
１

Ｄ

ｔ

ガスケット溝

d

インサート
Ｈ１

Ｈ
Ｚ

●ねじ接続の際、必ずシールテープをご使用ください。
●インサート給水栓用継手の施工上の注意（P26）をご参照ください。

注〉１.ねじの規格はＪＩＳ Ｂ ０２０３の平行めねじです。
　   ２.ねじ部インサート材質はＪＩＳ Ｈ ５１２１のＣＡＣ４０６Ｃです。
　  ３.点線はリブ形状を示します。

注〉ねじの規格はＪＩＳ Ｂ ０２０３テーパおねじです。

金属オスねじ付バルブ用ソケット（A形）

●ねじ接続の際、必ずシールテープをご使用ください。

●ねじ接続の際、必ずシールテープをご使用ください。

注　意
注　意

注　意
注　意

注　意
注　意

注　意

注　意

注　意
注　意

直
管
の
規
格
及

び
継
手
の
規
格
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用途：蛇口との接続に用います。

給水栓用チーズ（A形）〈砲金インサート〉
用途：蛇口との接続に用います。

給水栓用ソケット（A形）〈砲金インサート〉
用途：蛇口との接続に用います。

給水栓用エルボ（A形）〈砲金インサート〉

　
　
13.5

Ｈ1
　
２９
３３
３４
３６
４０

単位：ｍｍ

単位：ｍｍ

単位：ｍｍ

Ｄ

ｔ

ガスケット溝

d

インサート

Ｈ１

Ｈ
Z

Ｄ1

d

D
1

Z

インサート

Ｈ

L

D

ｔ

ガスケット溝

呼び径　

１３
１６×１３
２０×１３
２０
２５

Ｄ

２６
２９
３４
３４
４１

谷の径
ｄ

２０.９５５
２０.９５５
２０.９５５
２６.４４１
３３.２４９

ねじ山数

　
１４
１４
１４
１４
１１

　
　
１３.５
１３.５
１３.５
１５.５
１８　

Ｄ1
　
３５
３５
３５
４４
５４

Ｌ
　
４７
５２
５９
６１
６９

ｔ
　
３.５
３.５
４.０
４.０
４.０

ねじの
呼び
　
ＲＰ－２
1－

ＲＰ－２
1－

ＲＰ－２
1－

ＲＰ－4
3－

ＲＰ １

ね　じ　部

２５.４ｍｍ
につき（　  　 ）

★
★

★
★

呼び径
　
１３
１６×１３
２０×１３
２０
２５

Ｄ
　
２６
２９
３４
３４
４１

谷の径
ｄ

２０.９５５
２０.９５５
２０.９５５
２６.４４１
３３.２４９

ねじ山数

　
１４
１４
１４
１４
１１

　
　
１３.５
１３.５
１３.５
１３.５
１８

Ｄ1
　
３５
３５
３５
４４
５４

ねじの
呼び
　
ＲＰ－２
1－

ＲＰ－２
1－

ＲＰ－２
1－

ＲＰ－4
3－

ＲＰ １

ね　じ　部

２５.４ｍｍ
につき（　  　 ）

★
★

★
★

Ｚ
　
１３
１５
１７
１８
２２

Ｈ
　
３５
４２
５０
５１
６０

ｔ
　
３.５
３.５
４.０
４.０
４.０

Ｈ1
　
２９

Ｄ
　
２６

谷の径
ｄ

２０.９５５

ねじ山数

　
１４

Ｄ1
　
３５

ねじの
呼び
　
ＲＰ－２
1－

ね　じ　部

２５.４ｍｍ
につき（　  　 ）

Ｚ
　
１２

Ｈ
　
３２

ｔ
　
３.５

Ｌ
　
６４

呼び径

１３

Ｄ

Ｌ

ｔ

ガスケット溝

d

インサート

Ｄ1

注〉１.★印はＪＩＳ規格品です。
　   ２.ねじの規格はJIS Ｂ ０２０３の平行めねじです。
　   ３.ねじ部インサート材質はＪＩＳ Ｈ ５１２１のＣＡＣ４０６Ｃです。

●ねじ接続の際、必ずシールテープをご使用ください。
●インサート給水栓用継手の施工上の注意（P26）をご参照ください。

●ねじ接続の際、必ずシールテープをご使用ください。
●インサート給水栓用継手の施工上の注意（P26）をご参照ください。

●ねじ接続の際、必ずシールテープをご使用ください。
●インサート給水栓用継手の施工上の注意（P26）をご参照ください。

注〉１.ねじの規格はＪＩＳ Ｂ ０２０３の平行めねじです。
　   ２.ねじ部インサート材質はＪＩＳ Ｈ ５１２１のＣＡＣ４０６Ｃです。

注〉１.★印はＪＩＳ規格品です。
　   ２.ねじの規格はＪＩＳ Ｂ ０２０３の平行めねじです。
　   ３.ねじ部インサート材質はＪＩＳ Ｈ ５１２１のＣＡＣ４０６Ｃです。

用途：取りはずしを必要としない鋼管ソケッ
ト、バルブ、機器などのめねじとの接
続に用います。

ねじの
呼び

Ｒ－２
1－

Ｒ－２
1－

Ｒ－４
３－
Ｒ １
Ｒ１－４
1－

Ｒ１－２
1－

Ｒ ２

Ｌ

  ６４
  ７０
  ８５
  ９９
１０９
１１４
１３２

ｔ
（最小）

３.５
３.５
４.０
４.０
４.５
４.５
５.０

Ｄ2
（最小）

３４
３４
４０
４５
６２
６８
８４

Ｄ

２６
２９
３４
４１
４６
５６
６９

基準径
の外径
Ｄ1

５９.６１４

単位：ｍｍ

注〉１.★印はＪＩＳ規格品です。
　  ２.ねじの規格はＪＩＳ Ｂ ０２０３テーパおねじです。
　  ３.ねじ部インサート材質はＪＩＳ Ｈ ３２５０の快削黄銅です。

単位：ｍｍ

＜ねじ部を含め耐熱性樹脂による一体成形品です。＞

ねじの呼び

Ｒ ２

呼び径

５０

Ｄ

７０

ねじ山数
２５.４ｍｍ
につき

１１

（　　　）
基準径
の位置
ａ

１５.８８

有効ねじ
部の長さ
Ｌ1

（最小）

２６

Ｌ

９３

Ｄ2

７０

ｔ

５.０

ね　　　　じ　　　　部

基準径
の外径
Ｄ1

２０.９５５
２０.９５５
２６.４４１
３３.２４９
４１.９１０
４７.８０３
５９.６１４

　呼び径

★１３× １／２
★１６× １／２
★２０× ３／４
★２５× １　
★３０×１１／４
★４０×１１／２
★５０× ２　

ねじ山数
２５.４ｍｍ
につき
１４
１４
１４
１１
１１
１１
１１

（　　　）
基準径
の位置
ａ
  ８.１６
  ８.１６
  ９.５３
１０.３９
１２.７０
１２.７０
１５.８８

有効ねじ
部の長さ
Ｌ1

（最小）

１３.１６
１３.１６
１４.５３
１６.７９
１９.１０
１９.１０
２３.３８

ね　　　　じ　　　　部

ｔ

Ｌ
ａ

D

Ｄ
１

Ｌ１

Ｄ２

Ｄ２

ｔ

D

ａ

Ｌ

Ｄ
１

Ｌ１

温泉用排水バルブソケット（A形）
用途：無圧の温泉排水用として用います。

首長給水栓用エルボ（A形）〈砲金インサート〉
用途：蛇口との接続に用います。 単位：ｍｍ

　
　
１３.５

Ｈ1
　
４７

Ｄ
　
２６

谷の径
ｄ

２０.９５５

ねじ山数

　
１４

Ｄ1
　
３５

ねじの
呼び
　
ＲＰ－２
1－

ね　じ　部

２５.４ｍｍ
につき（　  　 ）

Ｚ
　
１８

Ｈ
　
３８

ｔ
　
３.５

呼び径

１３

Ｄ
１

Ｄ

ｔ

ガスケット溝

d

インサート
Ｈ１

Ｈ
Ｚ

●ねじ接続の際、必ずシールテープをご使用ください。
●インサート給水栓用継手の施工上の注意（P26）をご参照ください。

注〉１.ねじの規格はＪＩＳ Ｂ ０２０３の平行めねじです。
　   ２.ねじ部インサート材質はＪＩＳ Ｈ ５１２１のＣＡＣ４０６Ｃです。
　  ３.点線はリブ形状を示します。

注〉ねじの規格はＪＩＳ Ｂ ０２０３テーパおねじです。

金属オスねじ付バルブ用ソケット（A形）

●ねじ接続の際、必ずシールテープをご使用ください。

●ねじ接続の際、必ずシールテープをご使用ください。

注　意
注　意

注　意
注　意

注　意
注　意

注　意

注　意

注　意
注　意

直
管
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注）１.１２５、１５０はベンドを使用して伸縮処理を行ってください。
　  ２.継手接合はＢ形です。

呼び径
★　１３
★　１６
★　２０
★　２５
★　３０
★　４０
★　５０

Ｄ
１５８
１８７
２１７
２４８
２８０
３１６
３７８

Ｌ（最小）
２１２
２５６
３０５
３５８
４０６
５３７
６３８

ｔ（最小）
２.３
２.７
２.７
３.２
３.２
３.７
４.１

用途：直管をフランジ接続する場合に用
　　　います。

TSフランジ（JIS １０Kタイプ）

用途：呼び径50以下の伸縮吸収用継手として用います。

● 使用に当たっては、水平または下向きに取り付けて、エアー溜まりができないように注意してください。

● 使用に当たっては、水平または下向きに取り付けて、エアー溜まりができないように注意してください。

エキスパンション B形（ループ形）

（ＪＩＳ規格外品）

用途：呼び径65～100までの伸縮吸収用継手として用います。

エキスパンション U形
Ｒ２
２００
２４５
３００

Ｌ
１２６０
１４９０
１７４０

単位：ｍｍ

注）１.★印はJIS規格品を示します。
　  ２.継手接合部はB形です。

Ｈ
６７０
７９５
９３０

Ｒ1
３００
３５０
４００

単位：ｍｍ

（ＪＩＳ規格外品）

D

Ｌ

t

Ｌ

H

Ｒ
２Ｒ２

Ｒ１

呼び径
  ６５
  ７５
１００

呼び径
Ａ（Ｂ）
  １３（３／8）
 １５（1／2）
  ２０（３／4）
  ２５（ １ ）
３０（１1／4）
　４０（１1／2）
  ５０（ ２ ）
　６５（２1／2）
  ８０（ ３ ）
１００（ ４ ）
１２５（ ５ ）
１５０（ ６ ）

Ｃ

  ６５
  ７０
  ７５
  ９０
１００
１０５
１２０
１４０
１５０
１７５
２１０
２４０

Ｄ2

  ９０
  ９５
１００
１２５
１３５
１４０
１５５
１７５
１８５
２１０
２５０
２８０

ｄ  
  １４
  １７
  ２１
  ２５
  ３１
  ４１
  ５２
  ６７
  ７８
１００
１２５
１４６

１/Ｔ

１/３０
１/３４
１/３４
１/３４
１/３４
１/３７
１/３７
１/４８
１/４９
１/５６
１/５８
１/６３

ｈφ×ｎ

１５×４
１５×４
１５×４
１９×４
１９×４
１９×４
１９×４
１９×４
１９×８
１９×８
２３×８
２３×８

Ｌ  
  ３１
  ３５
  ４０
  ４５
  ５０
  ６１
  ７０
  ７０
  ７２
  ９０
１１４
１４２

d１  
  １８.４０
  ２２.４０
  ２６.４５
  ３２.５５
  ３８.６０
  ４８.７０
  ６０.８０
  ７６.６０
  ８９.６０
１１４.７０
１４０.８５
１６６.００

　
  
  ２６
  ３０
  ３５
  ４０
  ４４
  ５５
  ６３
  ６１
  ６４
  ８４
１０４
１３２

Ｚ

  ５
  ５
  ５
  ５
  ６
  ６
  ７
  ９
  ８
  ８
１０
１０

リブ数

－－
－－
－－
４
４
４
４
４
４
４
８
８

単位：ｍｍ

T

１４
１４
１４
１４
１６
１６
２０
２２
２２
２２
２４
２６

Ｄ１

  ２６
  ３１
  ３５
  ４２
  ４８
  ６１
  ７３
  ８８
１０２
１３２
１５８
１８６

ｈφ×ｎ

図は100Aタイプ

A

A

Ｃ

ｄ

Ｔ

1/Ｔ

Ｌ

Ｄ
2

Ｄ
1

ｄ
1

Ｚ

キャップ（A形）

電気温水器用絶縁パイプ

エスロンHT専用接着剤No.100S

呼び径
★１３
★１６
★２０
★２５
★３０
★４０
★５０

  Ｌ
３２.５
３９.５
５２
６０
６３.５
７３.５
８５

Ｄ
２６
２９
３４
４１
４６
５６
６９

t
３.５
３.５
４.０
４.０
４.５
４.５
５.０

単位：ｍｍ

注）１.★印はJIS規格品です。

注）使用量は現場におけるロス、および季節による増減を考慮して３割
　　程度余分に見込んでください。

呼び径

  １３
  １６
  ２０
  ２５
  ３０
  ４０
  ５０
  ６５
   ７５
１００
１２５
１５０

接合１箇所当たりの
塗布量（グラム）

  ０.７
  １.０
  １.５
  ２.０
  ２.５
  ３.５
  ５.０
  ６.５
１０.０
１５.０
２０.０
３０.０

３５７
２５０
１６６
１２５
１００
７１
５０
３８
２5
１6
１２
８

１缶（２５０g）当たりの
接合箇所

用途：エスロンHTパイプ専用の接着剤です。
　　 容量２５０g・５００gの２種類があります。

● 接着剤は有機溶剤を使用していますので、
　火気および換気には十分ご注意ください。

容量 ： ２５０ｇ

Ｌ

Ｄ

ｔ

Ｌ

ＨＴパイプＨＴインサート給水栓用ソケット

Ｌ

ＨＴインサート給水栓用ソケット保温材ＨＴパイプＨＴインサートバルブ用ソケット

〔加工例 １〕

〔加工例 ２〕

呼び径
１６
２０

Ｌ

５００～１１００

単位：ｍｍ

注〉１.受注生産品です。
　  ２.加工品ですので仕様については、別途ご相談ください。
　  ３.過剰締付けは、樹脂部、インサート金属部に悪影響を与
　     えることがありますのでご注意ください。

用途：TSフランジを機器類と接続するときに
　　　用います。

TSフランジ用パッキン（JIS １０Kタイプ）
単位：ｍｍ

注） 材質はEPDMです。

１３
１５
２０
２５
３０
４０
５０
６５
８０
１００
１２５
１５０

（３／8）
（1／2）
（３／4）
（  １  ）
（１1／4）
（１1／2）
（  ２  ）
（２1／2）
（  ３  ）
（  ４  ）
（  ５  ）
（  ６  ）

Ｄ
  ８８
  ９３
  ９８
１２３
１３３
１３８
１５３
１７３
１８３
２０８
２４８
２７８

d
  １７
  ２０ 
  ２５
  ３０
  ３８
  ４６
  ５８
  ７３
  ８４
１０６
１３１
１５５

t
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

Ｃ
  ６５
  ７０
  ７５
  ９０
１００
１０５
１２０
１４０
１５０
１７５
２１０
２４０

呼び径

d
D1
D2
C
D

R2
.5t 5

●スプリング硬度  ６５±５度
●浸出試験  食品衛生法(厚生省告示第８５号)溶出試験適合
                JIS K 6353 水道用ゴム浸出試験適合

シール部拡大図

Ｄ1
  ２５
  ２８
  ３３
  ３８
  ４８
  ５４
  ６８
  ８６
  ９８
１２０
１４５
１７０

Ｄ2
  ３８
  ４２
  ４７
  ５３
  ６３
  ６９
  ８３
１０１
１１３
１３８
１６８
１９６

警告

注　意

注　意
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管
の
規
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注）１.１２５、１５０はベンドを使用して伸縮処理を行ってください。
　  ２.継手接合はＢ形です。

呼び径
★　１３
★　１６
★　２０
★　２５
★　３０
★　４０
★　５０

Ｄ
１５８
１８７
２１７
２４８
２８０
３１６
３７８

Ｌ（最小）
２１２
２５６
３０５
３５８
４０６
５３７
６３８

ｔ（最小）
２.３
２.７
２.７
３.２
３.２
３.７
４.１

用途：直管をフランジ接続する場合に用
　　　います。

TSフランジ（JIS １０Kタイプ）

用途：呼び径50以下の伸縮吸収用継手として用います。

● 使用に当たっては、水平または下向きに取り付けて、エアー溜まりができないように注意してください。

● 使用に当たっては、水平または下向きに取り付けて、エアー溜まりができないように注意してください。

エキスパンション B形（ループ形）

（ＪＩＳ規格外品）

用途：呼び径65～100までの伸縮吸収用継手として用います。

エキスパンション U形
Ｒ２
２００
２４５
３００

Ｌ
１２６０
１４９０
１７４０

単位：ｍｍ

注）１.★印はJIS規格品を示します。
　  ２.継手接合部はB形です。

Ｈ
６７０
７９５
９３０

Ｒ1
３００
３５０
４００

単位：ｍｍ

（ＪＩＳ規格外品）

D

Ｌ

t

Ｌ

H

Ｒ
２Ｒ２

Ｒ１

呼び径
  ６５
  ７５
１００

呼び径
Ａ（Ｂ）
  １３（３／8）
 １５（1／2）
  ２０（３／4）
  ２５（ １ ）
３０（１1／4）
　４０（１1／2）
  ５０（ ２ ）
　６５（２1／2）
  ８０（ ３ ）
１００（ ４ ）
１２５（ ５ ）
１５０（ ６ ）

Ｃ

  ６５
  ７０
  ７５
  ９０
１００
１０５
１２０
１４０
１５０
１７５
２１０
２４０

Ｄ2

  ９０
  ９５
１００
１２５
１３５
１４０
１５５
１７５
１８５
２１０
２５０
２８０

ｄ  
  １４
  １７
  ２１
  ２５
  ３１
  ４１
  ５２
  ６７
  ７８
１００
１２５
１４６

１/Ｔ

１/３０
１/３４
１/３４
１/３４
１/３４
１/３７
１/３７
１/４８
１/４９
１/５６
１/５８
１/６３

ｈφ×ｎ

１５×４
１５×４
１５×４
１９×４
１９×４
１９×４
１９×４
１９×４
１９×８
１９×８
２３×８
２３×８

Ｌ  
  ３１
  ３５
  ４０
  ４５
  ５０
  ６１
  ７０
  ７０
  ７２
  ９０
１１４
１４２

d１  
  １８.４０
  ２２.４０
  ２６.４５
  ３２.５５
  ３８.６０
  ４８.７０
  ６０.８０
  ７６.６０
  ８９.６０
１１４.７０
１４０.８５
１６６.００

　
  
  ２６
  ３０
  ３５
  ４０
  ４４
  ５５
  ６３
  ６１
  ６４
  ８４
１０４
１３２

Ｚ

  ５
  ５
  ５
  ５
  ６
  ６
  ７
  ９
  ８
  ８
１０
１０

リブ数

－－
－－
－－
４
４
４
４
４
４
４
８
８

単位：ｍｍ

T

１４
１４
１４
１４
１６
１６
２０
２２
２２
２２
２４
２６

Ｄ１

  ２６
  ３１
  ３５
  ４２
  ４８
  ６１
  ７３
  ８８
１０２
１３２
１５８
１８６

ｈφ×ｎ

図は100Aタイプ

A

A

Ｃ

ｄ

Ｔ

1/Ｔ

Ｌ

Ｄ
2

Ｄ
1

ｄ
1

Ｚ

キャップ（A形）

電気温水器用絶縁パイプ

エスロンHT専用接着剤No.100S

呼び径
★１３
★１６
★２０
★２５
★３０
★４０
★５０

  Ｌ
３２.５
３９.５
５２
６０
６３.５
７３.５
８５

Ｄ
２６
２９
３４
４１
４６
５６
６９

t
３.５
３.５
４.０
４.０
４.５
４.５
５.０

単位：ｍｍ

注）１.★印はJIS規格品です。

注）使用量は現場におけるロス、および季節による増減を考慮して３割
　　程度余分に見込んでください。

呼び径

  １３
  １６
  ２０
  ２５
  ３０
  ４０
  ５０
  ６５
   ７５
１００
１２５
１５０

接合１箇所当たりの
塗布量（グラム）

  ０.７
  １.０
  １.５
  ２.０
  ２.５
  ３.５
  ５.０
  ６.５
１０.０
１５.０
２０.０
３０.０

３５７
２５０
１６６
１２５
１００
７１
５０
３８
２5
１6
１２
８

１缶（２５０g）当たりの
接合箇所

用途：エスロンHTパイプ専用の接着剤です。
　　 容量２５０g・５００gの２種類があります。

● 接着剤は有機溶剤を使用していますので、
　火気および換気には十分ご注意ください。

容量 ： ２５０ｇ

Ｌ

Ｄ

ｔ

Ｌ

ＨＴパイプＨＴインサート給水栓用ソケット

Ｌ

ＨＴインサート給水栓用ソケット保温材ＨＴパイプＨＴインサートバルブ用ソケット

〔加工例 １〕

〔加工例 ２〕

呼び径
１６
２０

Ｌ

５００～１１００

単位：ｍｍ

注〉１.受注生産品です。
　  ２.加工品ですので仕様については、別途ご相談ください。
　  ３.過剰締付けは、樹脂部、インサート金属部に悪影響を与
　     えることがありますのでご注意ください。

用途：TSフランジを機器類と接続するときに
　　　用います。

TSフランジ用パッキン（JIS １０Kタイプ）
単位：ｍｍ

注） 材質はEPDMです。

１３
１５
２０
２５
３０
４０
５０
６５
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3 配管用保温材

参考資料

金属強化ポリエチレン管

エスロン スーパーエスロメタックス
■特　長
高温領域で安心して使用できる。

優れた耐食性。

柔軟性に富み、施工が簡単。

長尺、軽量

豊富なラインアップ

配管と同時に保温完了

■用　途
ガス給湯器・温水ボイラーなど、給湯器の給水、給湯
配管にご使用いただけます。
ファンコイルユニットと冷温水管の接続にご使用いた
だけます。

水道用耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管（JWWA K １４０-１９９９）

エスロンHTLP
■特　長
耐食性

耐久性

耐熱性

エスロン
スーパーエスロ
メタックス

８８

高層タンク

エスロンLP

エスロン
HTLP

湯水循環ポンプ

膨
張
管

給
湯
往
管

給
湯
還
管

エスロンHTLP

補
給
水
管

給
水
管

貯　湯　槽

参
考
資
料

■エスロン エスロミンク（電子線架橋発泡ポリエチレン）

サイズ

10A

15A

20A

25A

32A

40A

50A

̶̶

HT１３

HT１６

̶̶

̶̶

̶̶

HT４０

HT５０

̶̶

̶̶

１５A

２０A

２５A

３２A

４０A

５０A

適　合　サ　イ　ズ

塩ビ管 鋼　管 建築銅管

̶̶

̶̶

̶̶

１　B

１　B

̶̶

̶̶

／１４

／１２

●エスロミンクNLT
※10mm厚

注）　LTQ̶Hは、15A、20A、25Aのみの品揃えとなります。

●エスロミンクLTQ
 （表面シート付）
※10mm厚
※LTQ-H(20mm厚)も品揃えしております。

／１２B／１２B

給湯・冷温水管材として高温領域（最高使用温度  95℃時
最高使用圧力0.8MPa）で長期間にわたって安定して使用でき
ます。

電気化学的腐食や水質による腐食に対して優れた耐食性を発
揮します。従って、赤水などの発生がなく、衛生的です。

柔軟性に富んでおり、曲げ配管ができ、その形状を保持でき
るので施工のスピードが上がります。（呼び径10～25まで曲
げ配管可能）

25A以下は長尺管です（定尺100m/巻 (φ10、φ13) と50m/巻(φ16、
φ20、φ25)）。 20Aで一巻き当たりの重量はわずかに11.9 kgで、
被覆銅管の約1/3にすぎません。

呼び径10～50までのサイズのラインアップがあり、本管から
器具まわりまでの様々な配管条件に対応しています。

保温材付のスーパーエスロメタックスFCなら、配管後の保温
作業が不要。スピーディな施工で優れた保温・防露効果を発
揮します。

管内及び継手内面は、 耐熱性樹脂で覆われていますから、耐
食性に優れた配管ラインが形成できます。また、水流、水泡、
フラックス等による孔食やかい食に強い管材です。

管及び継手内面は、耐熱性樹脂で覆われていますから、長期に使
用しても、サビコブの発生による流量変化が起きにくい管材です。

常用温度は85℃、最高使用圧力は0.98MPa｛10kgf/cm2｝）で
すから、給湯管、冷温水管として安心して使用できます。
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設　計

確認事項

項　　目

使用条件の確認

留　　　意　　　事　　　項

●

資材の指定

コンクリート埋設部
の有無とその対策

伸縮処理と固定
支持の明記

保温配管と凍結
防止配管

有機溶剤対策

●

●

●

●

●

●

●

●

本文中のマークについて
この表示を無視して誤った取扱い
をすると、 使用者が死亡または重
傷を負う危険性が想定される内容
が記載されています。

この表示を無視して誤った取扱い
をすると、 使用者が障害を負う危
険性が想定される内容及び物的損
害の発生が記載されています。

▼ ▼

警告 注　意

警告

注　意

注　意

注　意

シーリング材の
確認

●

警告

用途の確認
●

警告

９９

架橋ポリエチレン管

エスロン エスロペックス
■特　長

衛生性

■用　途

施工性・安全性

高温領域で安定して使用できます。

耐食性に優れ、衛生的です。
耐食性に優れ、水質に悪影響を及ぼさない衛生的なパイプです。

流体抵抗が小さく、スケールの付着がありません。

耐寒性に優れています。
低温領域でも伸びが大きく、寒冷地においても安心して使用できます。

柔軟性に富んで、施工が簡単です。

長尺で軽量で経済的です。

■用　途
戸建て住宅、事務所などの床暖房配管。
温室、ビニルハウスの暖房用配管。
融雪、ロードヒーティング用配管。
氷蓄熱式熱交換器。
集合住宅の給水・給湯用配管〔さや管ヘッダー式配管システム〕
施設園芸、豚舎・鶏舎の暖房及び床暖房配管。
温泉引湯用配管。
ソーラーシステム用配管。

さや管ヘッダー式配管システム

床暖房配管

ロードヒーティング用配管

熱交換器

膨張槽 冷却塔

エスロンLP

ファンコイル・ユニットエスロンHTLP
エスロンHTLP

エスロン
HTLP

温水
ボイラー

ヘッダー

吸収式冷凍機

三方弁
三方弁

エスロン
HTLP

冷
却
水
往
管

冷
温
水

還
管

冷
温
水
往
管

冷
却
水
還
管

（往） （還）

確
認
事
項

エスロンスーパーエスロメタックス

管及び継手内面の樹脂は、給湯用管材として長い実績のある

耐熱性樹脂を使用していますので、衛生的な管材です。

常温では、PN15の場合、圧力1.5MPa｛15.3kgf/cm
2
｝まで使用できま

す。高温では、温度95℃以下で長期にわたって使用できます。

内面の表面は非常に円滑で、水理特性に優れ、スケールの付

着もほとんどありません。

最小曲げ半径150mm〔呼び径10の場合〕と柔軟性に富んで

おり、継手なしで曲げ配管ができるため施工が早く簡単です。

長尺で軽量ですから、施工のスピードアップがはかれ、省力

化に対応できて経済的です。

継手は管端防食コア内蔵タイプですから、接続と同時に管端

防食を行いますので、施工のスピードが上がります。接続

は火気を使用しないねじ接続ですから安全です。また、管及

び継手の本体は、鋼管及び鋳物を使用しているため釘内や衝

撃に対して、強い管材です。

貯湯槽に接続する給湯管は往管・還管ともエスロンHTLP
をご使用ください。
冷凍機、ボイラー、ヘッダー、空調機、熱交換機など機械
回りに接続する大口径の冷温水管にも、エスロンHTLPを
ご使用ください。

HTパイプは温度依存性（温度と圧力の関係）を有しております。P9表-3に

基づき給湯機器の性能、特に異常時の状況（P10表-5参照）を把握して、

ご検討ください。

HTパイプは湿式スプリンクラー配管用途には使えませんのでご注意

ください。

HTパイプは熱加工や溶接はできませんから、規格品の継手をご使用

ください。

管・継手は、かん合の寸法や原料等の面より性能が異なることがあり

ますので、エスロン以外のメーカーとの混合使用を避けてください。

高温になった露出配管に使用者が触れると、火傷を起こすことがあり

ますので、保温材などで管・継手表面を保護してください。

配管したHTパイプに防腐剤や防水剤などの有機溶剤系のものが直接

触れますと、配管が侵されてひどい場合は破損しますので、触れさ

せないようにしてください。

配管が建物の外周基礎や壁、床等を貫通する際に使用されるシーリング材

には、耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管・継手に悪影響を及ぼす可塑剤（フタル

酸エステル、DOP等）や有機溶剤（キシレン、トルエン等）を含む物（ポリウレタ

ン系シーリング材等）があります。これらの成分を含むシーリング材は塩ビ管や

継手に悪影響を及ぼす恐れがありますので使用しないでください。

＜推奨商品：積水フーラー社製 シリコーン系シーリング材、変成シリコーン系

シーリング材＞

屋外露出配管については、一般塩ビ管と同様に凍結破壊が生じますの

で、十分な凍結防止工事を行ってください。

コンクリート埋設（風呂等のコンクリート下を含む）の使用は避け

て「エスロンWHTLP」をご使用ください。 

ただし、給水栓等の立上り1m以下のコンクリートの埋設は行っても差

し支えありません。

伸縮処理を行うためには、固定支持とルーズ支持を明確にする必要が

あります（P14～P18伸縮処理を参照）。

従って、支持方法を間違えないよう注意してください。

また、埋設部（土中）には、必ず90°ベンドを使用してください。
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設　計

確認事項

項　　目

使用条件の確認

留　　　意　　　事　　　項

●

資材の指定

コンクリート埋設部
の有無とその対策

伸縮処理と固定
支持の明記

保温配管と凍結
防止配管

有機溶剤対策

●

●

●

●

●

●

●

●

本文中のマークについて
この表示を無視して誤った取扱い
をすると、 使用者が死亡または重
傷を負う危険性が想定される内容
が記載されています。

この表示を無視して誤った取扱い
をすると、 使用者が障害を負う危
険性が想定される内容及び物的損
害の発生が記載されています。

▼ ▼

警告 注　意

警告

注　意

注　意

注　意

シーリング材の
確認

●

警告

用途の確認
●

警告

９９

架橋ポリエチレン管

エスロン エスロペックス
■特　長

衛生性

■用　途

施工性・安全性

高温領域で安定して使用できます。

耐食性に優れ、衛生的です。
耐食性に優れ、水質に悪影響を及ぼさない衛生的なパイプです。

流体抵抗が小さく、スケールの付着がありません。

耐寒性に優れています。
低温領域でも伸びが大きく、寒冷地においても安心して使用できます。

柔軟性に富んで、施工が簡単です。

長尺で軽量で経済的です。

■用　途
戸建て住宅、事務所などの床暖房配管。
温室、ビニルハウスの暖房用配管。
融雪、ロードヒーティング用配管。
氷蓄熱式熱交換器。
集合住宅の給水・給湯用配管〔さや管ヘッダー式配管システム〕
施設園芸、豚舎・鶏舎の暖房及び床暖房配管。
温泉引湯用配管。
ソーラーシステム用配管。

さや管ヘッダー式配管システム

床暖房配管

ロードヒーティング用配管

熱交換器

膨張槽 冷却塔

エスロンLP

ファンコイル・ユニットエスロンHTLP
エスロンHTLP

エスロン
HTLP

温水
ボイラー

ヘッダー

吸収式冷凍機

三方弁
三方弁

エスロン
HTLP

冷
却
水
往
管

冷
温
水

還
管

冷
温
水
往
管

冷
却
水
還
管

（往） （還）

確
認
事
項

エスロンスーパーエスロメタックス

管及び継手内面の樹脂は、給湯用管材として長い実績のある

耐熱性樹脂を使用していますので、衛生的な管材です。

常温では、PN15の場合、圧力1.5MPa｛15.3kgf/cm
2
｝まで使用できま

す。高温では、温度95℃以下で長期にわたって使用できます。

内面の表面は非常に円滑で、水理特性に優れ、スケールの付

着もほとんどありません。

最小曲げ半径150mm〔呼び径10の場合〕と柔軟性に富んで

おり、継手なしで曲げ配管ができるため施工が早く簡単です。

長尺で軽量ですから、施工のスピードアップがはかれ、省力

化に対応できて経済的です。

継手は管端防食コア内蔵タイプですから、接続と同時に管端

防食を行いますので、施工のスピードが上がります。接続

は火気を使用しないねじ接続ですから安全です。また、管及

び継手の本体は、鋼管及び鋳物を使用しているため釘内や衝

撃に対して、強い管材です。

貯湯槽に接続する給湯管は往管・還管ともエスロンHTLP
をご使用ください。
冷凍機、ボイラー、ヘッダー、空調機、熱交換機など機械
回りに接続する大口径の冷温水管にも、エスロンHTLPを
ご使用ください。

HTパイプは温度依存性（温度と圧力の関係）を有しております。P9表-3に

基づき給湯機器の性能、特に異常時の状況（P10表-5参照）を把握して、

ご検討ください。

HTパイプは湿式スプリンクラー配管用途には使えませんのでご注意

ください。

HTパイプは熱加工や溶接はできませんから、規格品の継手をご使用

ください。

管・継手は、かん合の寸法や原料等の面より性能が異なることがあり

ますので、エスロン以外のメーカーとの混合使用を避けてください。

高温になった露出配管に使用者が触れると、火傷を起こすことがあり

ますので、保温材などで管・継手表面を保護してください。

配管したHTパイプに防腐剤や防水剤などの有機溶剤系のものが直接

触れますと、配管が侵されてひどい場合は破損しますので、触れさ

せないようにしてください。

配管が建物の外周基礎や壁、床等を貫通する際に使用されるシーリング材

には、耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管・継手に悪影響を及ぼす可塑剤（フタル

酸エステル、DOP等）や有機溶剤（キシレン、トルエン等）を含む物（ポリウレタ

ン系シーリング材等）があります。これらの成分を含むシーリング材は塩ビ管や

継手に悪影響を及ぼす恐れがありますので使用しないでください。

＜推奨商品：積水フーラー社製 シリコーン系シーリング材、変成シリコーン系

シーリング材＞

屋外露出配管については、一般塩ビ管と同様に凍結破壊が生じますの

で、十分な凍結防止工事を行ってください。

コンクリート埋設（風呂等のコンクリート下を含む）の使用は避け

て「エスロンWHTLP」をご使用ください。 

ただし、給水栓等の立上り1m以下のコンクリートの埋設は行っても差

し支えありません。

伸縮処理を行うためには、固定支持とルーズ支持を明確にする必要が

あります（P14～P18伸縮処理を参照）。

従って、支持方法を間違えないよう注意してください。

また、埋設部（土中）には、必ず90°ベンドを使用してください。
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施　工
項　　目

取扱い・保管に
ついて

TS工法

接着剤

銅管との接続

埋設配管について

留　　　意　　　事　　　項

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

本文中のマークについて
この表示を無視して誤った取扱い
をすると、 使用者が死亡または重
傷を負う危険性が想定される内容
が記載されています。

この表示を無視して誤った取扱い
をすると、 使用者が障害を負う危
険性が想定される内容及び物的損
害の発生が記載されています。

▼ ▼

警告 注　意

警告

注　意

注　意

注　意

塩ビ管・継手のリサイクルについて

警　告

●現場焼却の禁止
塩ビ管・継手は現場焼却しないでください。有害な
塩化水素ガスが発生し、大変危険です。

●法令に従った処理を
塩ビ管・継手の残材や使用後の廃材の処分は、法令
および地方自治体の条例に従ってください。なお、
残材や廃材のハンマーなどによる破砕は、破片が
飛散し危険です。

●リサイクル対象

●持ち込み先

●事前連絡
廃材を持ち込む際には、事前に廃材持ち込み先へ連絡してください。

●お問い合わせ先

●

●スクイズオフに
ついて

注　意

●

●

項　　目

ボイラーの補給
水配管について

留　　　意　　　事　　　項

注　意

●

【塩ビ管・継手のマテリアルリサイクルシステム図】
「焼却・埋め立て処分ゼロ」を目指して。積水化学は、塩ビ廃材のリサイクルに取り組んでいます。

貯湯槽

ボイラー

HTパイプ温水還り

P

HTパイプ
温水往き

補給水
P

給湯往き

給湯還り

単独でボイラーに接続

貯湯槽

ボイラー

HTパイプ温水還り

P

HTパイプ
温水往き

HTパイプ補給水

直接温水配管に接続
P

給湯往き

給湯還り

管・継手には直接ねじを切らないでください。
衝撃強度が鋼管・銅管に比べて劣りますので、傷を付けたり放り投げたり
しないでください。また、冬期は特に運搬中の取扱いにご注意ください。
保管については、直射日光の当たらない屋内などや、火気のない平
坦な場所で保管してください。

HTパイプの接続には、必ずエスロンHT専用接着剤No.100Sを使用し、水
道用など他の接着剤は絶対に使用しないでください。
接着剤は第4類第1石油類ですので、多量に保管する場合は危険物倉庫
を作って保管してください。
接着剤の塗り過ぎにはご注意ください。これを守りませんとソルベントク
ラッキング（SC）が発生して、漏水事故の原因になることがあります。
塗布後、パイプ内にガスが溜まる場合がありますので、必ず解放にしてください。
接着剤は有機溶剤を使用しています。有機系溶剤による中毒、火災や爆発事故を
防止するため、作業場内および管路内の換気に注意し、火気を避けてください。
アセトン、シンナー、クレオソート、殺虫剤、しろあり駆除剤など、の有機
化合物を地面にこぼすと、管が浅く埋設されている場合地中に浸透し
て管を侵すことがありますのでご注意ください。
使用中は換気を十分に行うと共に、皮膚に付いた場合は速やかに落と
してください。もし、気分が悪くなったり、身体に異常を感じた際には、
速やかに医師の診断を受けてください。
施工後に残った接着剤を現場に捨てると、異臭や腐食の原因となります。
残った溶剤は必ず固めて所定の場所に廃棄処理してください。
屋内で、接着剤の1時間当りの使用量が、以下の許容量を超える場合
には、「有機溶剤中毒予防規則」が適用され、「有機溶剤取り扱い作
業主任」の資格が必要となります。詳細は所轄の労働安全基準監督署
にご確認ください。
接着剤許容使用量W（g/時間）＝0.4（g/m3・時間）
（部屋の容積は、床から高さ4m以下の部分とし、150m3を超える場合は、150m3
で計算する。）
尚、接着剤の1時間あたりの使用量は、実際に使用する接着剤の量に0.6を
乗じた数値です。
エスロン接着剤には有機溶剤が含まれています。接合後、パイプ両端を開
放し通風してください。接合後、管路を密閉すると接着剤中の残存溶剤蒸
気によって塩ビ管が侵され、亀裂が発生する場合があります。これをソル
ベントクラックといい、漏水事故につながる恐れがあります。また水に接
着剤が接触し、水の臭い、味に支障をきたす異臭味の原因になります。

TS工法は、確実に行えば施工はきわめて簡単で、しかも確実な強度
が得られるものです。
しかし、基本工法からはずれますと、所定の接着強度が得られない
ことがあります。

補給水配管は温水配管ラインに直接接続せずに、単独でボイラー又は貯湯槽に
接続してください。（チーズ等を用いて直接接続した場合、局所的な冷熱の繰
り返し状態が継続され、継手部の応力割れが起こる場合があります。）

銅管メスアダプターのろう付けを先に行い、冷却後HTバルブソケットに
シールテープを用いて接続してください（これは、ろう付け時の加熱によ
るHTの変質を防止するためです）。

土中埋設配管の曲がり部分には、必ず90°ベンドを使用し、さらに保温材
を厚めに巻いてください。

不断水工法としてポリエチレン管等で実施されている管をへん平閉塞
さて流水をとめ補修するスクイズオフ工法は、管に悪影響を与える
ので行わないでください。

「エスロンHTパイプ（給湯・冷暖房編）設計・施工マニュアル」に記載され
ている耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管・継手製品は、塩化ビニル管・継手協
会のリサイクル対象製品です。

耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管・継手廃材の持ち込み先は、リサイクル協
力会社、中間集積場、または小口集積場（管工事組合の集積場）です。

廃材の持ち込み先、持ち込み基準、硬質塩ビ管・継手のリサイクルの詳細
につきましては、塩化ビニル管・継手協会へお問い合わせください。
塩化ビニル管・継手協会
〒107-0051　東京都港区元赤坂1-5-26　東部ビル
TEL.03-3470-2251

： 塩化ビニル環境対策協議会
： 塩ビ工業･環境協会

JPEC
V E C

全国受入拠点（リサイクル協力会社、中間受入場）の詳細については
塩化ビニル管・継手協会までお問い合わせください。
塩化ビニル管・継手協会　TEL.03（3470）2251
URL http://www.ppfa.gr.jp

リサイクル協力会社

官公庁・ゼネコン・住宅メーカー・管工事会社等

管工事現場
（残材・端材・撤去材）

原　料
（粉砕品・ペレット）

REP管
その他再生管

その他
異形押出品等

再生原料

リサイクル管

JPEC
VEC

建築解体現場
（解体配管）

中間処理会社

（注）AS：塩化ビニル管・継手協会規格

販売

販売

協力

産業廃棄物
として処理

リサイクル三層管 JIS K 9797 AS 62
リサイクル発泡三層管 JIS K 9798

REP管 AS 58

塩化ビニル管・継手協会粉砕品販売
REP管販売
粉砕品販売
REP管販売

有価方式（処理品）
委託方式（未処理品）

選別・
異物処理処　理
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施　工
項　　目

取扱い・保管に
ついて

TS工法

接着剤

銅管との接続

埋設配管について

留　　　意　　　事　　　項

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

本文中のマークについて
この表示を無視して誤った取扱い
をすると、 使用者が死亡または重
傷を負う危険性が想定される内容
が記載されています。

この表示を無視して誤った取扱い
をすると、 使用者が障害を負う危
険性が想定される内容及び物的損
害の発生が記載されています。

▼ ▼

警告 注　意

警告

注　意

注　意

注　意

塩ビ管・継手のリサイクルについて

警　告

●現場焼却の禁止
塩ビ管・継手は現場焼却しないでください。有害な
塩化水素ガスが発生し、大変危険です。

●法令に従った処理を
塩ビ管・継手の残材や使用後の廃材の処分は、法令
および地方自治体の条例に従ってください。なお、
残材や廃材のハンマーなどによる破砕は、破片が
飛散し危険です。

●リサイクル対象

●持ち込み先

●事前連絡
廃材を持ち込む際には、事前に廃材持ち込み先へ連絡してください。

●お問い合わせ先

●

●スクイズオフに
ついて

注　意

●

●

項　　目

ボイラーの補給
水配管について

留　　　意　　　事　　　項

注　意

●

【塩ビ管・継手のマテリアルリサイクルシステム図】
「焼却・埋め立て処分ゼロ」を目指して。積水化学は、塩ビ廃材のリサイクルに取り組んでいます。

貯湯槽

ボイラー

HTパイプ温水還り

P

HTパイプ
温水往き

補給水
P

給湯往き

給湯還り

単独でボイラーに接続

貯湯槽

ボイラー

HTパイプ温水還り

P

HTパイプ
温水往き

HTパイプ補給水

直接温水配管に接続
P

給湯往き

給湯還り

管・継手には直接ねじを切らないでください。
衝撃強度が鋼管・銅管に比べて劣りますので、傷を付けたり放り投げたり
しないでください。また、冬期は特に運搬中の取扱いにご注意ください。
保管については、直射日光の当たらない屋内などや、火気のない平
坦な場所で保管してください。

HTパイプの接続には、必ずエスロンHT専用接着剤No.100Sを使用し、水
道用など他の接着剤は絶対に使用しないでください。
接着剤は第4類第1石油類ですので、多量に保管する場合は危険物倉庫
を作って保管してください。
接着剤の塗り過ぎにはご注意ください。これを守りませんとソルベントク
ラッキング（SC）が発生して、漏水事故の原因になることがあります。
塗布後、パイプ内にガスが溜まる場合がありますので、必ず解放にしてください。
接着剤は有機溶剤を使用しています。有機系溶剤による中毒、火災や爆発事故を
防止するため、作業場内および管路内の換気に注意し、火気を避けてください。
アセトン、シンナー、クレオソート、殺虫剤、しろあり駆除剤など、の有機
化合物を地面にこぼすと、管が浅く埋設されている場合地中に浸透し
て管を侵すことがありますのでご注意ください。
使用中は換気を十分に行うと共に、皮膚に付いた場合は速やかに落と
してください。もし、気分が悪くなったり、身体に異常を感じた際には、
速やかに医師の診断を受けてください。
施工後に残った接着剤を現場に捨てると、異臭や腐食の原因となります。
残った溶剤は必ず固めて所定の場所に廃棄処理してください。
屋内で、接着剤の1時間当りの使用量が、以下の許容量を超える場合
には、「有機溶剤中毒予防規則」が適用され、「有機溶剤取り扱い作
業主任」の資格が必要となります。詳細は所轄の労働安全基準監督署
にご確認ください。
接着剤許容使用量W（g/時間）＝0.4（g/m3・時間）
（部屋の容積は、床から高さ4m以下の部分とし、150m3を超える場合は、150m3
で計算する。）
尚、接着剤の1時間あたりの使用量は、実際に使用する接着剤の量に0.6を
乗じた数値です。
エスロン接着剤には有機溶剤が含まれています。接合後、パイプ両端を開
放し通風してください。接合後、管路を密閉すると接着剤中の残存溶剤蒸
気によって塩ビ管が侵され、亀裂が発生する場合があります。これをソル
ベントクラックといい、漏水事故につながる恐れがあります。また水に接
着剤が接触し、水の臭い、味に支障をきたす異臭味の原因になります。

TS工法は、確実に行えば施工はきわめて簡単で、しかも確実な強度
が得られるものです。
しかし、基本工法からはずれますと、所定の接着強度が得られない
ことがあります。

補給水配管は温水配管ラインに直接接続せずに、単独でボイラー又は貯湯槽に
接続してください。（チーズ等を用いて直接接続した場合、局所的な冷熱の繰
り返し状態が継続され、継手部の応力割れが起こる場合があります。）

銅管メスアダプターのろう付けを先に行い、冷却後HTバルブソケットに
シールテープを用いて接続してください（これは、ろう付け時の加熱によ
るHTの変質を防止するためです）。

土中埋設配管の曲がり部分には、必ず90°ベンドを使用し、さらに保温材
を厚めに巻いてください。

不断水工法としてポリエチレン管等で実施されている管をへん平閉塞
さて流水をとめ補修するスクイズオフ工法は、管に悪影響を与える
ので行わないでください。

「エスロンHTパイプ（給湯・冷暖房編）設計・施工マニュアル」に記載され
ている耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管・継手製品は、塩化ビニル管・継手協
会のリサイクル対象製品です。

耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管・継手廃材の持ち込み先は、リサイクル協
力会社、中間集積場、または小口集積場（管工事組合の集積場）です。

廃材の持ち込み先、持ち込み基準、硬質塩ビ管・継手のリサイクルの詳細
につきましては、塩化ビニル管・継手協会へお問い合わせください。
塩化ビニル管・継手協会
〒107-0051　東京都港区元赤坂1-5-26　東部ビル
TEL.03-3470-2251

： 塩化ビニル環境対策協議会
： 塩ビ工業･環境協会

JPEC
V E C

全国受入拠点（リサイクル協力会社、中間受入場）の詳細については
塩化ビニル管・継手協会までお問い合わせください。
塩化ビニル管・継手協会　TEL.03（3470）2251
URL http://www.ppfa.gr.jp

リサイクル協力会社

官公庁・ゼネコン・住宅メーカー・管工事会社等

管工事現場
（残材・端材・撤去材）

原　料
（粉砕品・ペレット）

REP管
その他再生管

その他
異形押出品等

再生原料

リサイクル管

JPEC
VEC

建築解体現場
（解体配管）

中間処理会社

（注）AS：塩化ビニル管・継手協会規格

販売

販売

協力

産業廃棄物
として処理

リサイクル三層管 JIS K 9797 AS 62
リサイクル発泡三層管 JIS K 9798

REP管 AS 58

塩化ビニル管・継手協会粉砕品販売
REP管販売
粉砕品販売
REP管販売

有価方式（処理品）
委託方式（未処理品）

選別・
異物処理処　理
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設備システム営業所 〒 980-6010  宮城県仙台市青葉区中央4-6-1(SS30)
　  022（217）0608

東京設備システム営業所 〒 105-8566  東京都港区虎ノ門2-10-4(オークラプレステージタワー)
　  03（6748）6510

東 関 東 営 業 所

静 岡 営 業 所

西日本支店

中部支店

設備システム営業所

近畿設備システム営業所

中国設備システム営業所 〒 730-0017  広島県広島市中区鉄砲町7-18（東芝フコク生命ビル）
　  082（224）6251

〒 450-6642  愛知県名古屋市中村区名駅1-1-3（JRゲートタワー）
　  052（307）6806

〒 530-8565  大阪府大阪市北区西天満2-4- 4（堂島関電ビル）
　  06（6365）4502

〒 760-0023  香川県高松市寿町1-2-5（井門高松ビル）
　 087(821)2113

〒 920-0031  石川県金沢市広岡3-1-1（金沢パークビル）
　  076（231）4245

北 陸 営 業 所

〒 601-8105  京都府京都市南区上鳥羽上調子町2-2（京都研究所内）
　  075（662）3418

京 滋 営 業 所

四 国 営 業 所

甲 信 営 業 所 〒 390-0814  長野県松本市本庄1-3-10（大同生命松本ビル）
　  0263（38）1220

東日本支店　建築営業部

〒 220-0004  神奈川県横浜市西区北幸2-8-4（横浜西口KNビル）
　  045（311）9115

〒 260-0028  千葉県千葉市中央区新町24-9（ウエストビル）
　  043（204）5070

〒 001-0014  北海道札幌市北区北14条西4-2-1（ハーモネートビル）
　  011（737）6330

建 築 営 業 部

積水化学北海道（株）

お 客 様 相 談 室

●お問い合わせは上記各営業所へ

　  03（6748）6480

設備システム営業所 〒 812-0033  福岡県福岡市博多区大博町1-2
　  092（271）1314

九州支店

沖 縄 営 業 所 〒 900-0032  沖縄県那覇市松山1-1-19（JPR那覇ビル）
　  098（943）2780

〒 422-8067  静岡県静岡市駿河区南町14-25（エスパティオ）
　  054（333）9810


